


はじめに

序

　美術・工芸・デザインそして芸術学まで、金沢美術
工芸大学には蓄積された専門知識や技術がありま
す。その有形無形の資産を広く還元し積極的に社会
貢献を行うことは、教育と研究に並ぶ大学としての
使命であり、実践的に社会に寄与できる人材育成に
も繋がります。
　本学における社会連携事業は、2007年度に設置さ
れた地域連携、産学連携、知的財産管理の3部門から
成る社会連携センターで統括しており、産業界や行
政機関をはじめとする各種連携機関とパートナー
シップを深め、さまざまな研究や情報の提供・交流
を推進しています。
　タイトルに掲げた248という数字は、2007～2018
年度までの事業実績です。本冊子では最新事業から
4つにフォーカス。それぞれが独立したプロの作家、
デザイナー、研究者であり、年齢、経歴、ネットワーク
もさまざまな教員と共に才能あふれる学生たちが
キャンパスを飛び出し社会と繋がりながら活躍する
姿をご紹介します。本学連携事業の体制や綿密なプ
ロセスそしてハイレベルな研究に理解を深め、今後
の活動に関心を寄せていただくきっかけになれば幸
いです。



金沢工芸美術大学　学長　山崎　剛

学生の主体的な
学びの場としての
社会連携

　金沢美術工芸大学は、戦後間もない1946年、学問
を好み、伝統を愛し、美の創造を通じて人類の平和
に貢献することを希求する金沢市民の熱意により、
「工芸美術の継承発展、地域文化と産業の振興に寄
与する」という目的を掲げて開学しました。大学憲章
には、「素材を知り、技を磨き、現代に生きる表現に高
めるべく〝ものづくりの精神〟を尊び、幅広い人間
性に裏付けられた理論と技術の彫琢をとおして、芸
術が社会に果たす役割を自ら探し行動する人材を
育成する」と謳っています。「芸術が」という主語のも
とで、「社会に果たす役割を自ら探し行動する」こと
が、私たちに託された使命です。
　開学以来、本学は地域に在って地域に活かされる
大学として様々な社会貢献活動を行ってきました。
そして2007年度には、地域連携・産学連携・知財管理
を統括する社会連携センターを開設し、この社会に
対して開かれた窓口を通して数多くの依頼をいただ
き、私たちも、「人に夢を。地域に活力を。ビジネスに
未来を。」という想いを胸に研究を受託し、教職員と
学生が協働して実施してきました。
　本学では社会連携を「学生の主体的な学びの場」
と位置付けています。勿論、他機関との連携による共
同研究や教員が実施する受託研究もありますが、大
半は教員とともに意欲のある学生たちが主体的に参
加し、研究に取り組んでいます。例えば、一般社団法
人福井県眼鏡協会との連携は、もとをただせば〝メ
ガネ部〟というクラブ活動に端を発し、2003年から
長期にわたって継続している研究で、商品化の実績
もある名物事業です。また、金沢市立病院との連携
により医療におけるアートの可能性を探求するホス
ピタリティアート・プロジェクト（HAP）も11年前に
スタートしたもので、今や地域における夏の風物詩
となっています。この他にも、金沢マラソン完走者
メダルのデザインなど、学生から学生へ、代々引き継
がれて続く事業も、本学の社会連携の特色と言える
でしょう。
　実社会に学生が触れる貴重な機会として、そして、
大学の高度な研究を活用していただく機会として、
本学は今後も社会連携を適切に行ってまいります。
なお一層のご理解とご協力をお願い致します。
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大学における社会連携活動とは金沢美術工芸大学の社会連携活動

社会における大学の役割と連携活動

金沢美術工芸大学における社会連携活動とは

金沢美術工芸大学　社会連携の理念

連携について
他大学・研究機関とのパートナーシップを深め、実現性の高いハイクラスの研究を推進します。

　1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）に
制
定
さ

れ
た
教
育
基
本
法
が
2
0
0
6
年
12
月

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
制
定
か
ら
半
世

紀
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
当
時
と
は

国
際
情
勢
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
日
本

の
教
育
環
境
も
大
き
く
異
な
る
た
め
、

教
育
の
普
遍
的
な
理
念
は
そ
の
ま
ま
に

現
代
社
会
に
あ
わ
せ
た
内
容
と
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
中
に
は
改
正
前
に
は
無
か

っ
た「
大
学
」の
項
目
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、

「
大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
高
い

教
養
と
専
門
的
能
力
を
培
う
と
と
も
に
、

深
く
真
理
を
探
究
し
て
新
た
な
知
見
を

創
造
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
広
く
社
会
に

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。」と
明
示
さ
れ
て

お
り
、
大
学
が
持
つ
大
き
な
役
割
と
し
て

「
学
術
の
研
究
」、「
人
材
の
育
成
」、「
社
会

貢
献
」が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の「
社
会
貢
献
」が
大
学
の
役
割
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
学
が
自
発

的
か
つ
能
動
的
に
社
会
と
つ
な
が
り
、
社

会
形
成
の
一
端
を
担
う
役
割
を
求
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　そ
の
後
、
2
0
1
2
年
に
は
、「
大
学
改

革
実
行
プ
ラ
ン
」が
策
定
さ
れ
、
そ
の
柱

の
ひ
と
つ
に「
地
域
再
生
の
核
と
な
る
大
学

づ
く
りCO

C

（Center of Com
m
unity

）

構
想
の
推
進
」が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た「
地

（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
事

業（CO
C+

）」へ
と
取
り
組
み
を
変
え
、

社
会
貢
献
の
中
で
も
地
域
貢
献
へ
踏
み

込
ん
だ
内
容
と
な
り
、
地
域
の
大
学
・
自

治
体
・
企
業
な
ど
と
の
連
携
を
今
ま
で
以

上
に
強
固
に
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　大
学
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
地
域

の
魅
力
や
経
済
的
効
果
を
高
め
る
為
、

地
域
の
産
業
・
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
す
る
こ
と
や
、CO

C

、CO
C+

の
事
業
の
主
目
的
で
あ
る
地
元
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
来
の
大
学

が
も
つ
教
育
の
視
点
で
あ
る
学
生
が
自

ら
の
人
生
を
主
体
的
に
切
り
拓
く
能
力

を
磨
き
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材

育
成
を
担
う
こ
と
で
す
。
　

　各
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
研
究
の

強
み
を
活
か
し
て
社
会
や
地
域
が
持
つ

問
題
・
課
題
を
、
学
生
が
学
び
な
が
ら
共

に
解
決
し
て
い
く
と
い
う
ひ
と
つ
の
あ
り

方
と
し
て
社
会
連
携
活
動
は
位
置
づ
け

さ
れ
て
お
り
、
大
学
が
地
域
に
貢
献
で
き

る
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

金沢美術工芸大学は社会貢献を、

教育と研究に並ぶ大学の使命と位置づけ、

地域連携・産学連携を通して積極的に社会貢献を行います。

1. 本学の持つ美術工芸分野の専門知識や技術、社会連携で得られた成果を広く社会に還元します。
2. 地域の産業と積極的に連携を図り、地域社会の活性化に貢献します。
3. 社会との連携活動を体験することで、より実践的に社会に寄与できる人材を育成します。

情報提供
情報交流

共同研究
委託研究

社会連携センター

地域連携
部門

産学連携
部門

知財管理
部門

各種
連携機関

産業界

行政機関各種法人
財団

公共団体
教育・
研究機関

　当
大
学
が
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
た
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
の
は
2
0
0
7
年
度
。
大
学
の
窓
口

を
一
本
化
し
、
本
格
的
に
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
で
13
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
に
教
員
が
持

つ
企
画
力
、
創
造
力
、
美
学
・
美
術
史
に

関
す
る
学
術
の
力
を
基
に
、
学
生
の
感
性

と
情
熱
が
反
映
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
次
々

と
生
み
出
さ
れ
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も「
人
に
夢
を
。
地
域
に
活

力
を
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
未
来
を
。」と
い
う
想

い
を
胸
に
、
教
職
員
と
学
生
が
協
働
し
て

連
携
活
動
に
邁
進
し
ま
す
。

学生1000人当たりの開発した商品・サービス数ランキング

出典：日経グローカル No.282 2015 12/21 大学地域貢献度調査から

順
位
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

石川県
千葉県
愛知県
長野県
栃木県
京都府
長野県
北海道
東京都
東京都

金沢美術工芸大学
和洋女子大学
名古廐文理大学
松本大学
宇都宮大学
京都嵯峨芸術大学
長野大学
小樽商科大学
東京造形大学
東京工芸大学

21
70
18
24
46
5
11
19
14
32

33
28
18.3
16.2
11.1
10.2
8.8
8.3
7.9
7.4

都道府県大学名 1000人あたり
の開発商品数件数

自治体と連携し、それぞれ
の地域課題の解決を図る。

地域企業などと連携し、
それぞれの地域課題の解
決を図る。

産学
連携

地域
連携

協定
事業

社会連携

国公
私別
公立
私立
私立
私立
公立
私立
私立
公立
私立
私立



07 06

CONTENTS

03

04

05

06

学長あいさつ

大学における社会連携活動とは

金沢美術工芸大学の社会連携活動

CONTENTS

のプロセス

41 社会連携センター歴代運営構成員名簿

金沢マラソン完走者メダル

メガネ部活動としての連携事業

みんなの思い出 黒板アート

ホスピタリティアート・プロジェクト「光の回廊」

社会連携センターのあゆみ 2007-2018

07 社会連携事業

42 History 248

社会連携事業

のプロセス

金沢マラソン完走者メダル

みんなの思い出 黒板アート

メガネ部活動としての連携事業
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金沢美術工芸大学が社会連携センターを設立したのは2007年度。
設立から2018年度までの12年間で、地域連携事業を127件、産学連携事業を
121件、合計248件の実績を積み上げてきました。
ここからは最新の2019年度 社会連携事業から4つにフォーカスし、社会連携と
しての取り組みの詳しいプロセスやプロジェクトの舞台裏を紹介します。

4
4
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金沢マラソン完走者メダル
地域連携事業
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金沢マラソン
メダルプロジェクト始動01

浅野隆教授と学生で、アイデアの検討会を行います。プレゼ
ンテーションに向けて、自身のアイデアがコンセプトに沿っ
ているか等を確認します。

金沢マラソン完走者メダルデザインコンペティショ
ンに参加する有志を集い、オリエンテーションがス
タート。浅野隆教授から、趣旨の説明を受けます。
委託先の金沢市役所金沢マラソン推進課からの要望
は「金沢らしいデザインであること」です。

プロジェクトの流れ

オリエンテーション

アイデア学内検討会

アイデアプレゼンテーション

選考結果5案発表（通知）

ブラッシュアップ・モデル制作

最終プレゼンテーション

デザイン案決定（通知）

試作用図面提出、CMF指示
量産フォロー

市長への報告会・記者発表

メダル完成

金沢マラソン当日

アイデア
学内検討会02

選考結果5案発表04
第1回アイデアプレゼンテーションから5案に
絞られます。選ばれた5案の制作者はデザイン
の修正依頼を受け、今以上にデザインの質を
上げるため、最終プレゼンテーションに向けて
ブラッシュアップします。

モデル制作05 金型の設計が可能であるか、コス
トに見合っているか等、現実的に
メダルを製造することを踏まえて
デザインを見直し、実物大のモデ
ルを制作します。

最終プレゼンテーション06
金沢マラソン推進課の方へ向けて最終プレゼンテーションを行い
ます。その際に3Dプリンタ等で制作した実物大のモデルを提出。
この中から、金沢マラソン完走者メダルが選ばれます。

地域
連携

金沢マラソン当日、完走したランナーの首にメダルが光り
ます。2019年は、メダルデザイナーの藤島さんも完走ラ
ンナーにメダルを渡すボランティアに参加しました。

金沢市からメダル案決定
の通知後、量産のための
検討をメダル作成業者と
行います。後日、市長へ
の完成報告会があり、メ
ダルのお披露目です！

アイデア
プレゼンテーション03

2019年の最終5案　実物大モデル

完成

10.27 Finisher

雪吊り
和傘

「雪吊りに降り積もる雪」「雨の日街に広がる傘」

その両方の意味合いをメダルの両面に落とし込みました。

裏表を決めないデザインで、二つ重ね合わせると、一つの

大きな「雪吊り」と「傘」が広がります。

一人でも、二人でも、友達でも、その場で出会った人とでも。

共に重ね合わせることで、完走したことの喜びが。

製品デザイン３年　藤島佳那子

2019年のコンペティション参加者達2019年の最終プレゼンテーション参加者

2019年の最終5案

金沢マラソンは2019年で開催から5年、金沢の魅力を
満喫できるフルマラソンとして大変人気の高い大会と
なっています。開催初年度の2015年から完走者メダル
のデザインを本大学の製品デザイン専攻3年生の有志が
提案しており、金沢マラソンらしいデザインでランナー
にも大変好評をいただいています。

金沢マラソン 完走者メダルデザイン
制作過程

ランナーに金沢らしいメダルを贈る

金沢マラソン推進課へ向けてアイデアプレゼンテーションを行います。2019年は10名がこの
コンペティションに参加し、デザイン案は全部で16案。ひとりひとりメダルデザインに込めた
思いを発表します。
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Sawamoto Izumi Suganuma Yuya Fujishima Kanako Mizuno Kazuma Asano Takashi

ファイナリスト４名&担当教員

金沢マラソン2019 完走者メダルデザイン
最終選考通過者に聞く、その先で見えたもの

金沢マラソン2019
完走者メダルコンペティション ファイナリスト INTERVIEW

金沢マラソン組織委員会と連携して行っている、完走者用メダルのデザイン。
年々、クオリティが上がる中、見事ファイナリストとなった4人にプロジェクトを振り返ってもらった。

藤
島
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
っ
て
す
ぐ
参

加
を
決
め
ま
し
た
。
自
分
が
考
え
た
も
の

が
、
１
万
人
以
上
の
人
に
渡
さ
れ
る
チ
ャ

ン
ス
な
ん
て
そ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

水
野
　
僕
は
先
輩
が
コ
ン
ペ
に
取
り
組
む

姿
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
。
学
生
の
間
に

社
会
に
出
る
も
の
を
つ
く
る
こ
と
に
憧
れ

ま
し
た
。

菅
沼
　
社
会
人
に
な
っ
て
も
メ
ダ
ル
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
機
会
は
な
い
だ
ろ
う
な
と
思

っ
て
、
挑
戦
し
ま
し
た
。

澤
本
　
こ
れ
ま
で
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ

た
４
名
の
先
輩
は
皆
県
外
出
身
者
。
そ
ろ

そ
ろ
、
地
元
も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

水
野
　
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は「
金
沢
ら

し
さ
を
感
じ
る
も
の
」。
県
外
出
身
の
僕

は
豊
富
な
知
識
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
こ
と
を

素
直
に
表
現
し
よ
う
と
、
街
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
鼓
門
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

菅
沼
　
メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
説
明
を
受
け

た
際
、「
リ
ボ
ン
も
メ
ダ
ル
の
一
部
」と
い
う

言
葉
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
、
メ
ダ
ル
と
リ
ボ
ン
を
一
体
化
す
る

案
を
考
え
、
水
引
の
あ
わ
じ
結
び
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。

藤
島
　
今
ま
で
の
４
回
と
は
ま
っ
た
く
違

う
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
雨

や
雪
と
い
う
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
爽
や
か
な
青
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
と
、
人
と
人
を
結
び
つ
け

る
水
引
で
祝
い
の
意
味
を
持
つ
梅
を
か
た

ど
り
格
調
高
い
群
青
色
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

た
２
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

澤
本
　
私
が
モ
チ
ー
フ
に
選
ん
だ
の
は
、

昔
か
ら
実
家
に
あ
っ
た
加
賀
手
毬
。
嫁
入

り
す
る
娘
に
持
た
せ
て
幸
せ
を
願
う
と
い

う
風
習
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
マ
ラ

ソ
ン
に
参
加
す
る
方
々
に
も
そ
ん
な
温
か

い
気
持
ち
が
届
い
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
。

水
野
　
メ
ダ
ル
は
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
規

格
が
あ
り
、
そ
の
中
で
で
き
る
限
り
の
工

夫
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
リ
ボ
ン
の
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
無
限
。
ど
こ
ま
で
や

る
か
と
い
う
線
引
き
を
自
分
で
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

菅
沼
　
首
か
ら
提
げ
た
時
も
ロ
ゴ
が
き
ち

ん
と
見
え
る
よ
う
に
と
か
気
遣
う
こ
と
も

多
く
て
、
メ
ダ
ル
よ
り
リ
ボ
ン
の
方
が
思

い
入
れ
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

浅
野
　
今
年
は
、
色
や
リ
ボ
ン
の
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
視
点
か
ら
も
目
新
し
さ
を
感
じ

る
案
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
第

５
回
と
い
う
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、

未
来
に
向
け
て
の
変
化
を
感
じ
る
も
の
に

-第
1
回
大
会
か
ら
毎
年
、製
品
デ
ザ
イ
ン

専
攻
の
3
年
生
の
有
志
か
ら
募
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
し
て
い
る
完
走
者
メ
ダ
ル
。今
回
、皆

さ
ん
が
コ
ン
ペ
に
応
募
し
た
動
機
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

-デ
ザ
イ
ン
の
着
想
は
ど
こ
か
ら
？

-制
作
過
程
で
苦
労
や
発
見
は
あ
り
ま
し

た
か
？

最終選考に残った5案のメダルモデル

澤本泉美
製品デザイン専攻3年

菅沼佑哉
製品デザイン専攻3年

藤島佳那子
製品デザイン専攻3年

水野和真
製品デザイン専攻3年

浅野隆
デザイン科

製品デザイン専攻教授

× × × ×
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東 利裕 氏
金沢市 文化スポーツ局 スポーツ部

担当部長（兼）金沢マラソン推進課長
（金沢マラソン組織委員会事務局次長）

　
１
万
３
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
晩
秋
の

金
沢
を
駆
け
抜
け
る
「
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
」。

第
１
回
大
会
か
ら
行
っ
て
い
る
金
沢
美
術
工

芸
大
学
と
連
携
し
た
完
走
者
メ
ダ
ル
の
制

作
は
、
市
を
挙
げ
て
学
生
の
ま
ち
・
金
沢
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
生
に
も
大
い

に
活
躍
し
て
も
ら
い
若
い
感
性
で
大
会
を
盛

り
上
げ
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
完
走
者
メ
ダ
ル
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

民
と
の
交
流
、
趣
の
あ
る
景
色
、
お
い
し
い

食
事
な
ど
と
並
ん
で
大
会
の
印
象
を
形
づ

く
る
大
切
な
要
素
。
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
ど

れ
も
が
、
美
大
生
な
ら
で
は
の
セ
ン
ス
で
金

沢
を
表
現
し
て
お
り
「
思
い
出
に
残
る
」
と

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。「
京
都
マ
ラ
ソ
ン
」

や
「
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど

で
出
展
し
て
い
る
P
R
ブ
ー
ス
で
の
歴
代
の

完
走
者
メ
ダ
ル
展
示
も
好
評
で
、
ラ
ン
ナ
ー

や
各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
関
係
者
か
ら
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
そ
の

度
に
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
毎
年
、
こ
れ
以
上
な
い
と
思
え
る
メ

ダ
ル
が
完
成
す
る
の
で
す
が
、
翌
年
に
は
さ

ら
に
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
レ
ベ
ル
の

高
さ
は
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
を
金
沢
百
万

石
ま
つ
り
に
並
ぶ
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、ラ
ン
ナ
ー

は
も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
沿
道
で
声
援

を
送
っ
て
く
だ
さ
る
市
民
の
方
々
な
ど
大
会

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
主
役
に
な
っ
て
楽

し
め
る
枠
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
も
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
学
生
が

大
会
運
営
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
意
味
は
大
き

く
、
今
後
も
若
い
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

金沢マラソンメダル委託者 INTERVIEW

金沢らしいおもてなしをカタチに
美大生デザインの完走者メダル

金沢マラソン2019 完走者メダルコンペティション ファイナリスト INTERVIEW

な
り
ま
し
た
。

藤
島
　
コ
ス
ト
に
つ
い
て
考
え
た
の
も
初

め
て
で
し
た
。

水
野
　
コ
ス
ト
に
関
係
す
る
体
積
や
サ
イ

ズ
の
規
定
に
は
多
少
苦
労
し
ま
し
た
が
、

求
め
ら
れ
る
も
の
を
つ
く
れ
た
と
い
う
達

成
感
は
あ
り
ま
し
た
。

澤
本
　
製
造
を
担
当
す
る
会
社
の
方
か
ら

の
提
案
で
、
量
産
方
法
は
ひ
と
つ
で
は
な

く
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
可
能
性
が
広
が
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
驚
い
た
の
と
同
時

に
、
こ
の
柔
軟
な
考
え
方
は
社
会
に
出
た

時
必
ず
役
に
立
つ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

浅
野
　
ク
オ
リ
テ
ィ
と
は
考
え
る
こ
と
な

ん
で
す
。
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
。

他
県
で
も
メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
ど

こ
に
も
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
で
す
ね
。

菅
沼
　
メ
ダ
ル
が
形
に
な
る
ま
で
、
ど
れ

だ
け
の
人
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
が

よ
か
っ
た
で
す
ね
。

水
野
　
形
に
な
る
こ
と
が
前
提
に
あ
っ
た

の
で
、
工
程
ま
で
考
え
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

し
た
こ
と
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

澤
本
　
今
振
り
返
る
と
、
２
年
間
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
を
学
ん
だ
か
ら
で

き
た
経
験
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

藤
島
　
確
か
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
立
て
て
、

ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
、
モ
デ

ル
づ
く
り
と
手
が
勝
手
に
動
い
て
迷
い
な

く
次
の
工
程
に
進
め
た
感
じ
。
１
年
生
の

時
だ
っ
た
ら
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の

か
さ
え
分
か
ら
な
か
っ
た
か
も
ね
。

浅
野
　
自
分
で
は
気
付
い
て
い
な
い
だ
ろ

う
け
れ
ど
、
１
年
生
の
頃
か
ら
レ
ー
ザ
ー

カ
ッ
ト
や
塗
装
、
も
の
を
分
解
し
た
り
金

型
を
つ
く
っ
て
み
た
り
と
と
に
か
く
手
を

動
か
し
て
き
た
。
そ
の
経
験
が
基
礎
と
な

っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
や
色
に
表
れ

る
ん
で
す
。
手
間
を
い
と
わ
な
い
人
で
な

い
と
美
し
い
も
の
は
つ
く
れ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
ね
。

菅
沼
　
私
は
常
々
、
こ
の
大
学
を
選
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
木
を

削
っ
た
り
、
金
属
を
溶
接
し
た
り
、
色
を

塗
っ
た
り
。
自
分
の
手
で
ゼ
ロ
か
ら
何
か

を
つ
く
る
指
導
を
受
け
て
き
た
こ
と
が
自

信
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
野
　
い
つ
も
つ
な
ぎ
の
作
業
着
だ
し
、

手
も
真
っ
黒
だ
け
ど
ね
。

藤
島
　
S
N
S
で
キ
ラ

キ
ラ
し
た
友
達
を
見
る

と
い
い
な
と
も
思
う
け

れ
ど
、
無
心
で
や
す
り

が
け
を
し
て
い
る
時
ふ

と「
私
、
い
い
大
学
生
活

を
送
っ
て
い
る
な
」と
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。
自
分
の
環
境
を
誇

れ
る
っ
て
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
よ
ね
。

菅
沼
　
金
沢
マ
ラ
ソ
ン

の
他
に
も
社
会
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
学
生
の
う

ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
が
で
き
る
と
こ
ろ
も

金
沢
美
大
の
い
い
と
こ
ろ
。

水
野
　
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
の
は
、
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。
僕
が
こ
の
完
走
メ
ダ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
絶
対
に
や
ろ
う
と
決
め
て
３
年

生
に
な
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
よ
う

に
、
学
生
生
活
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

澤
本
　
大
学
の
課
題
と
違
っ
て
、
製
品
化

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク

感
や
製
造
工
程
な
ど
未
知
の
世
界
を
知
る

刺
激
が
あ
る
の
も
い
い
で
す
よ
ね
。

藤
島
　
今
回
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
で
、
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

す
る
友
達
や
知
り
合
い
が
完
走
メ
ダ
ル
を

か
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
日
に
日
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

水
野
　
ポ
ス
タ
ー
が
自
然
と
目
に
入
っ
た

り
し
て
、
待
ち
遠
し
い
よ
ね
。

菅
沼
　
僕
も
金
沢
の
イ
ベ
ン
ト
に
こ
こ
ま

で
興
味
を
持
つ
の
は
初
め
て
。

澤
本
　
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来

る
の
で
、
み
ん
な
が
金
沢
を
楽
し
ん
で
く

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

藤
島
　
完
走
し
た
方
々
だ
け
で
な
く
、
疎

遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
同
級
生
や
友
達
と

も
こ
の
メ
ダ
ル
を
き
っ
か
け
に
ま
た
繋
が

れ
る
と
い
い
な
と
密
か
に
楽
し
み
に
し
て

い
る
ん
で
す
。

浅
野
　
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
も

立
派
な
社
会
貢
献
で
す
ね
。
社
会
連
携
は

金
沢
美
術
工
芸
大
学
が
市
民
の
大
切
な
税

金
で
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
恩
返
し
。

一
方
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
３
年
生
と
い

う
大
学
生
活
で
一
番
伸
び
る
時
期
に
、
社

会
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
自
分
の
伸

び
し
ろ
を
増
や
す
と
い
う
大
き
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。
企
業
は
こ
れ
か
ら
成
長
す
る

人
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

言
わ
れ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
る
素
直
さ
、

そ
の
中
で
自
分
ら
し
さ
を
出
す
表
現
力
、

よ
り
よ
い
も
の
を
つ
く
る
判
断
力
を
身
に

付
け
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ラ
ン
ナ
ー
、

市
民
、
学
生
の
関
わ
り
を
よ
り
深
く
す
る

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ
か
ら
も
意
図

と
意
義
を
伝
え
末
永
く
続
け
て
い
き
た
い

-こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
？

と
考
え
て
い
ま
す
。

菅
沼
　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
行
く
機
会
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
役
所
で
職
員
の

方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
で
き
た
こ
と
も
貴
重
な

体
験
で
し
た
。

水
野
　
普
段
か
ら
授
業
の
前
に
は
必
ず
プ

レ
ゼ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
て
い
る
の
で
、

発
表
自
体
は
緊
張
せ
ず
自
分
の
考
え
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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金沢マラソン 完走者メダル コレクション Since 2015

Process
メガネ部活動としての連携事業
産学連携事業
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産学
連携

メガネ部と福井県眼鏡協会との産学連携プロジェクトは
2019年で17年目を迎えます。学生主体の部活動としての
連携活動は他大学では類を見ない取り組みですが、上級生
から下級生へ情報の引き継ぎや専門的なデザイン技術指導
などの体制がしっかり整っています。
テーマを「自分のかけたいメガネ、あの人にかけてほしいメ
ガネ」と定め、毎年秋に行われる福井県眼鏡協会へのプレゼ
ンテーションへ向けて新しいアイデアのメガネフレームを検
討します。

メガネ部　プロジェクトの過程

部活動としてのメガネフレームのデザイン研究

01 部員勧誘01
メガネ部は部活動のため、4月は部員勧誘
から始まります。その後5～6月頃に福井県
眼鏡協会の方が本学へ来て、9月に開催する
同協会へのプレゼンテーションについての
テーマや、期待するデザインについて説明
を受けるオリエンテーションが開かれます。

テーマごとに1年生～4年生の混合チームにわかれます。
上級生からの概要説明や、市場調査などを経てテーマに沿
ったデザインを考えていきます。4年生はチームのサポー
トがメイン。2・3年生も同じチーム内で入学したばかりの
1年生のサポートを行います。

チーム決定02

顧問の浅野隆教授と部員全員でアイデアの中間発
表会を行います。ひとりひとりアイデアをプレゼ
ンテーションし、それに対して上級生や浅野隆教
授からアドバイスをもらいます。

学内での
アイデアプレゼンテーション03

2019年　各チームのテーマ

PASSION
パッション

CUTE
キュート

COOL
クール

NATURAL
ナチュラル

IOFT 国際メガネ展とは、眼鏡関連製品が一堂に出展する「日
本最大の眼鏡専門展」。世界的な展示会で、毎年東京ビッグ
サイトで10月頃に行われています。会場の福井県眼鏡協会
のブース内に金沢美術工芸大学メガネ部のコーナーが設けら
れ、今年の全プレゼンボードとモデルを展示。世界のメガネ
業界の方に見てもらうことができます。

IOFT 国際メガネ展

デザイナーとの
意見交換05

鯖江市の眼鏡工場見学の際、メーカーのデザイナ
ーに学生がデザインした眼鏡のアイデアスケッチ
やラフモデルを見てもらい、アドバイスをもらう時
間が設けられています。このアドバイスを元に、作
品をブラッシュアップ。プレゼンボードやモデル制
作を行い、最終のプレゼンテーションに臨みます。

鯖江の眼鏡工場見学04
希望者は8月に福井県眼鏡協会の本拠地で
あり、めがねの町である鯖江市の眼鏡工場
を見学できます。

デザイナーとの意見交換の様子

2019年　最優秀賞作品

2019年　チーム賞「CUTE」

2018年のIOFT 国際メガネ展参加の様子

2019年　審査員特別賞作品

最終プレゼンテーション06
福井県へ出向き、福井県眼鏡協会の役員と協会員に向け
て最終のプレゼンテーションをひとり一案行い、当日のう
ちに最優秀賞、審査員特別賞、チーム賞が発表されます。
企業が商品化したい案がある場合、デザインは企業預か
りとなり、商品化へ向けて動きます。その後、企業で試作
を繰り返すので商品化までには長い時間がかかります。

2019年の工場見学の様子

2019年2月に商品化された眼鏡の一例

1 年　篝　佑伽

グラスの形をしたサイドビュー

ソーダのしゅわしゅわ感
を穴で表現

スプーンをイメージした
モダンパーツ

レトロ可愛いクリームソーダが好きな人のため
のメガネ

木×アクリルのメガネ

金沢美術工芸大学　3年　野副双葉

外している時、
蝶ネクタイになるメガネPapillon

プロジェクトの流れ

福井県眼鏡協会来学
オリエンテーション

アイデアプレゼンテーション

部内でチーム・テーマ分け決定

部内アイデアプレゼンテーション

デザインブラッシュアップ
ラフモデル制作

工場見学・現地デザイナーとの
意見交換

デザインブラッシュアップ

プレゼンボード制作・最終モデル制作

最終プレゼンテーション

美大祭展示

IOFT 国際メガネ展視察
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部
活
動
と
し
て
産
学
連
携
に
取
り
組
む

メ
ガ
ネ
部
の
活
動
と
は

メ
ガ
ネ
部
代
表

2
0
0
3
年
か
ら
の
長
期
に
わ
た
り
、
学
生
主
体
の
部
活
動
と
し
て
一
般
社
団
法
人

福
井
県
眼
鏡
協
会
と
の
デ
ザ
イ
ン
産
学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
メ
ガ
ネ
部
。
商
品

化
の
実
績
も
あ
り
、
学
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
そ
の
活
動
内
容
と
意
義
に
つ
い

て
、
顧
問
教
授
と
代
表
部
員
4
名
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

中
囿
　
メ
ガ
ネ
が
嫌
い
で
、
入
部
す
れ
ば

自
分
に
似
合
う
も
の
が
つ
く
れ
る
か
な
と

思
っ
て
。
先
輩
の「
他
の
人
に
差
を
付
け

ら
れ
る
い
い
部
活
だ
よ
」と
い
う
言
葉
に

も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

浅
野
　
差
と
い
う
の
は
？

中
囿
　
ア
イ
ウ
ェ
ア
の
よ
う
に
身
に
付
け

る
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
は
授
業
で
も
考
え
る

機
会
が
な
い
の
で
、
経
験
値
が
増
え
る
と

い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
１
年

生
で
も
プ
レ
ゼ
ン
に
参
加
で
き
、
商
品
化

を
狙
え
る
の
も
メ
ガ
ネ
部
の
部
員
だ
け
に

与
え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、〝
差
〞
と

言
え
ま
す
ね
。

澤
本
　
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

知
識
が
ま
っ
た
く
な
い
学
生
に
も
、
商
品

化
の
可
能
性
が
あ
る
と
聞
い
て
入
り
ま
し

た
。
実
は
私
も
メ
ガ
ネ
が
好
き
で
は
な
く

て
、
自
分
が
か
け
た
い
と
思
え
る
も
の
が

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

松
島
　
私
は
、
活
動
内
容
を
察
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
当
時
は
製
品
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
み
で

他
学
科
の
学
生
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
工

芸
科
所
属
の
私
に
は
説
明
会
な
ど
の
情
報

が
届
か
ず
気
が
つ
い
た
時
に
は
受
付
期
間

を
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
部

長
に
直
訴
し
て
入
部
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

浅
野
　
あ
の
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
学
部

を
区
切
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
、

メ
ガ
ネ
部
を
立
ち
上
げ
た
の
が
製
品
デ
ザ

イ
ン
の
学
生
だ
っ
た
関
係
で
、
他
学
科
の

部
員
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
松

島
さ
ん
を
き
っ
か
け
に
今
で
は
日
本
画
や

芸
術
学
の
学
生
も
い
ま
す
。

和
田
　
私
は
３
年
生
で
入
部
し
ま
し
た
。

入
学
時
か
ら
気
に
な
る
部
活
動
で
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
課
題
に
加
え

て
メ
ガ
ネ
部
の
作
品
づ
く
り
に
追
わ
れ
る

友
人
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
大
変
そ
う

で
尻
込
み
し
て
い
ま
し
た
。

中
囿
　
や
ら
な
い
と
後
悔
す
る
よ
っ
て
勧

誘
し
た
ん
だ
よ
ね
。

和
田
　
そ
う
そ
う
。
商
品
化
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
関
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
、
忙
し
い
く
ら
い
で
や
ら
な
い
の
は
も

っ
た
い
な
い
と
考
え
直
し
て
決
め
ま
し
た
。

中
囿
　
メ
イ
ン
は
鯖
江
市
に
あ
る
福
井
県

眼
鏡
協
会
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

す
ね
。

澤
本
　
始
動
は
５
〜
６
月
。
夏
休
み
が
一

番
活
発
に
活
動
す
る
時
期
で
、
希
望
者
は

産
地
見
学
も
行
い
ま
す
。

和
田
　
私
は
今
年
、
産
地
見
学
に
参
加
し

ま
し
た
。
メ
ガ
ネ
の
聖
地
で
あ
る
鯖
江
の

製
造
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
現
地
の
メ
ー
カ
ー
で
活
躍
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
自
分
た
ち
の
デ
ザ
イ
ン
案
に

つ
い
て
意
見
を
も
ら
え
る
機
会
も
あ
っ
て
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

松
島
　
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
９

月
。
そ
こ
で
、
各
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
す
。

浅
野
　
学
生
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
最

終
プ
レ
ゼ
ン
は
夏
休
み
に
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
休
暇
中
も
忙
し
さ
は
変
わ
ら
な

い
よ
う
で…

。

中
囿
　
課
題
も
あ
り
ま
す
し
、
今
年
は
イ

ン
タ
ー
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
重
な
っ
て

正
直
き
つ
か
っ
た
で
す
。

松
島
　
実
際
、
忙
し
さ
か
ら
途
中
で
辞
め

て
し
ま
う
学
生
も
少
な
く
な
い
ん
で
す
。

中
囿
　
1
年
生
の
時
は
私
の
希
望
を
先
輩

が
カ
タ
チ
に
し
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
、
2
年
生
に
な
っ
て
や
っ
と
自

分
で
つ
く
っ
た
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
、
3
年
生
で
は
部
長
に
な
っ

た
責
任
感
も
あ
っ
て
と
い
う
感
じ
で
、
学

年
が
上
が
る
ご
と
に
違
う
目
標
が
見
え
て

い
た
か
ら
か
な
。

松
島
　
1
年
生
の
時
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ン

が
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
商
品
化
さ

れ
る
こ
と
に
。
そ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
や

り
と
り
が
あ
り
、
実
際
に
発
売
さ
れ
た
の

は
昨
年
12
月
。
そ
れ
ま
で
メ
ガ
ネ
部
を
離

れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。

中
囿
　
私
も
1
年
生
の
時
、
商
品
化
を
経

験
し
た
の
で
す
が
、
発
売
ま
で
に
は
と
て

メ
ガ
ネ
部
代
表
４
名
&
担
当
教
員

IN
T
E
R
V
IE
W

Matsushima Nozomi

Sawamoto Izumi

Nakazono Yuka

Wada Satsuki

Asano Takashi

-入
部
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

-年
間
の
活
動
予
定
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

-皆
さ
ん
が
活
動
を
続
け
て
い
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
こ
か
ら
？

澤
本
泉
美

製
品
デ
ザ
イ
ン
専
攻
3
年

中
囿
悠
佳

製
品
デ
ザ
イ
ン
専
攻
3
年

松
島
望

工
芸
科
3
年

和
田
さ
つ
き

製
品
デ
ザ
イ
ン
専
攻
3
年

浅
野
隆

デ
ザ
イ
ン
科

製
品
デ
ザ
イ
ン
専
攻
教
授

×

×

×

×
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も
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
。
い
く
ら
デ
ザ

イ
ン
的
に
こ
だ
わ
っ
た
部
分
で
も
、
品
質

や
量
産
で
き
る
か
と
い
っ
た
点
か
ら
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
。
残
念
な
気

持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
鯖
江
の
品
質
に

対
す
る
プ
ラ
イ
ド
も
感
じ
、
メ
ガ
ネ
づ
く

り
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

浅
野
　
つ
く
り
た
い
形
と
で
き
る
形
は
違

う
と
い
う
製
品
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
で

き
た
の
は
と
て
も
良
か
っ
た
ね
。

澤
本
　
私
も
１
年
生
の
時
、
あ
る
企
業
に

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
、
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
で
、

ど
う
し
て
も
テ
ン
プ
ル
に
髪
が
引
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
発
売

ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
え

ば
、
あ
の
時
感
じ
た
も
う
少
し
自
分
に
力

が
あ
っ
た
ら
と
い
う
悔
し
さ
が
継
続
の
原

動
力
。
で
も
そ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、

メ
ガ
ネ
を
よ
り
冷
静
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
工
程
や
形
の
工
夫
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浅
野
　
構
造
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
つ
く
り
や
す
さ
や
量
産
可
能
か
と
い

っ
た
こ
と
も
判
断
で
き
る
か
ら
ね
。

澤
本
　
自
分
の
作
品
だ
け
で
な
く
後
輩
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
時
も
、
商
品
化
の
た
め
の

よ
り
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
自
分
が
培
っ

て
き
た
も
の
を
誰
か
に
伝
え
ら
れ
る
と
い

う
の
は
、
産
学
連
携
を
単
発
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
な
く
部
活
動
と
し
て
代
々
続
け

て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

松
島
　
確
か
に
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
技

術
は
あ
り
ま
す
。
私
も
含
め
、
メ
ガ
ネ
部

で
3
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
初
め
て
触
っ
た
と
い
う
人

も
多
か
っ
た
で
す
し
、
他
の
学
生
に
先
駆

け
て
1
年
生
の
時
か
ら
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

和
田
　
私
は
後
輩
の
ア
イ
デ
ア
を
見
る
の

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
3
年
生
に

な
る
と
、
部
内
の
設
備
と
自
分
が
で
き
る

こ
と
、
残
り
の
期
日
で
あ
る
程
度
で
き
る

こ
と
が
分
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
1
年

生
は「
こ
ん
な
形
が
ほ
し
い
！
」と
い
う
純

粋
な
気
持
ち
だ
け
で
考
え
て
い
て
、
自
分

が
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
す
。

松
島
　
工
芸
科
で
学
ん
で
い
る
と
、
手
仕

事
あ
り
き
の
考
え
方
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
が
、
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
り
、
人
と
分
担
し
た
り
す
る

い
つ
も
と
は
違
う
も
の
づ
く
り
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
て
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

和
田
　
金
沢
美
大
で
は
多
く
の
産
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
産

地
見
学
や
プ
ロ
と
の
意
見
交
換
と
い
っ
た

一
歩
踏
み
込
ん
だ
活
動
が
で
き
る
の
は
、

メ
ガ
ネ
部
な
ら
で
は
で
す
ね
。

中
囿
　
普
段
触
れ
る
こ
と
が
な
い
素
材
や

部
品
も
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
し
ね
。

和
田
　
素
材
と
の
出
合
い
や
実
際
に
使
っ

て
得
た
知
識
が
課
題
に
役
立
っ
た
こ
と
も
。

発
想
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

浅
野
　
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
、
現
役
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
メ
ン
タ
ー
に
加
え
、
企
業
が
求
め

て
い
る
社
会
の
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
や
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
方
法
な
ど
を
学

ぶ
方
向
に
授
業
自
体
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
メ
ガ
ネ
部
は
そ
れ
を
い
ち
早
く
行

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

和
田
　
私
は
今
年
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
産
地
に
行
く
こ
と
が
で
き

た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
親
子
で
か
け

る
メ
ガ
ネ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
の
意
見
交
換
で
も
ら
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

澤
本
　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
１
ペ
ー
ジ
目

は
メ
ガ
ネ
部
で
の
作
品
。
と
て
も
受
け
が

良
く
て
、
ど
ん
な
活
動
し
て
い
る
の
？
っ

て
会
話
が
弾
み
ま
す
。

松
島
　
私
は
、
商
品
化
さ
れ
た
メ
ガ
ネ
を

か
け
て
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

も
の
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
は

と
て
も
説
得
力
が
あ
り
ま
す
し
、
メ
ガ
ネ

だ
と
ス
ー
ツ
の
時
も
身
に
付
け
ら
れ
る
の

で
〝
お
い
し
い
〞
で
す
よ
。

中
囿
　
連
携
相
手
が
鯖
江
で
、
し
か
も
メ

ガ
ネ
産
業
に
従
事
す
る
会
社
を
束
ね
る
眼

鏡
協
会
と
い
う
こ
と
に
も
驚
か
れ
ま
す
。

浅
野
　
鯖
江
と
い
う
世
界
的
に
知
ら
れ
る

産
地
全
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

る
訳
だ
か
ら
ね
。

中
囿
　
ま
ず
は
、
メ
ガ
ネ
を
好
き
に
な
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

澤
本
　
私
も
自
分
に
合
う
も
の
を
選
べ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
て
自
分
で
メ
ガ
ネ

を
買
い
ま
し
た
！
テ
ン
プ
ル
と
フ
レ
ー
ム

と
い
う
決
め
ら
れ
た
形
に
ど
う
思
い
を
盛

り
込
ん
で
い
く
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
想
が

面
白
く
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

和
田
　
以
前
は
価
格
差
の
意
味
が
分
か
ら

な
か
っ
た
し
、
30
分
で
で
き
あ
が
る
方
が

い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
鯖
江
で
一

つ
一
つ
丁
寧
に
誇
り
を
持
っ
て
メ
ガ
ネ
を

つ
く
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
ん
な
世

界
も
あ
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

松
島
　
す
べ
て
の
工
程
を
手
仕
事
で
や
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
固
定
概
念
か

ら
脱
却
し
、
つ
く
り
た
い
も
の
、
つ
く
り

た
い
デ
ザ
イ
ン
を
前
提
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
制
作
へ
の
意
欲
が
増
し
ま
し
た
。
専
攻

の
違
う
友
人
も
た
く
さ
ん
で
き
、
毎
日
楽

し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

中
囿
　
近
年
、
メ
ガ
ネ
部
の
作
品
レ
ベ
ル

が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
。
こ
の
調
子
で
商
品
化
も
続
い

て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
島
　
造
形
だ
け
で
な
く
コ
ン
セ
プ
ト
や

売
り
出
し
方
も
デ
ザ
イ
ン
す
る
な
ど
テ
ー

マ
も
変
化
し
て
い
る
の
で
可
能
性
は
無
限

大
。
こ
れ
か
ら
も
メ
ガ
ネ
部
の
活
動
が
続

き
、
金
沢
美
大
モ
デ
ル
が
も
っ
と
も
っ
と

増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

長井 正雄 氏
株式会社 長井　代表取締役会長

　
福
井
県
と
隣
接
す
る
石
川
県
の
金
沢
美

術
工
芸
大
学
と
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
福
井
県
眼
鏡
協

会
主
催
の
眼
鏡
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
。
毎
年

多
数
の
学
生
が
入
賞
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

「
既
存
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
が
か
け

た
い
と
思
う
め
が
ね
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
ほ

し
い
」
と
依
頼
し
ま
し
た
。

　
鯖
江
市
は
、
街
全
体
が
１
０
０
年
余
の

長
い
歴
史
を
持
つ
め
が
ね
産
地
で
あ
り
、

現
在
で
も
国
産
フ
レ
ー
ム
の
シ
ェ
ア
は
９

割
以
上
を
誇
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
他
社

ブ
ラ
ン
ド
の
も
の
づ
く
り
を
行
う
O
E
M

が
ほ
と
ん
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応

え
る
こ
と
で
技
術
を
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
価
な
海
外
製
品
の
登
場
で
受
注

が
減
る
事
態
に
。
そ
こ
で
、
産
地
と
し
て

の
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く
た
め
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
際
、
不
可
欠
と
な
っ
た
の
が

め
が
ね
と
い
う
視
力
矯
正
器
具
を
か
っ
こ

よ
く
、
美
し
く
、
か
け
心
地
の
よ
い
も
の

に
す
る
デ
ザ
イ
ン
力
で
す
。
ど
ん
な
要
望

で
も
形
に
で
き
る
私
た
ち
の
技
術
と
、
斬

新
で
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
学
生
の
デ
ザ
イ

ン
。
互
い
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
鯖

江
で
し
か
つ
く
れ
な
い
め
が
ね
が
生
ま
れ
、

ハ
ウ
ス
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
商
品
化
し
た
も
の
は
ど
れ
も
好
評
で
、

な
か
に
は
完
売
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
、

学
生
な
ら
で
は
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で

産
地
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

メガネ部連携事業委託者 INTERVIEW

学生たちが吹き込む新風が
めがね産地の力になる

メガネ部代表 INTERVIEW

-メ
ガ
ネ
部
の
活
動
で
得
た
こ
と
は
？

-活
動
を
振
り
返
っ
た
感
想
や
今
後
の
展

望
は
？

2019年に商品化されたメガネ
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TECO series (2005)　GO2-1 (2010)　GO2-2 (2010)　GO2-3 (2010)

SOLO-1 (2011)　SOLO-2 (2011)　SOLO-3 (2012)　SOLO-4 (2012)

粋 (2019)　Grace Glasses (2019)

金沢美術工芸大学メガネ部 商品化コレクション Since 2005

Process
みんなの思い出 黒板アート
地域連携事業
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閉校となった材木町小学校の黒板を使用し、金沢を活性化するアートイベ
ントはできないものかと昨年から開始された黒板アートプロジェクト。金沢
駅で黒板アートの公開制作を行い、おもてなしの気持ちを伝えるという意義
も盛り込まれています。黒板による画面の大きさは縦1.2m×横10.8mに
及び、観光に訪れた方や市民の皆様にアートを通じて金沢の魅力を発信し
ます。

完成した黒板アートは1週間の展示期間の後、学生自らが黒板を消して、幕を降ろします。
黒板なので、消すという最後にこだわったアートイベントのプロジェクトです。

完成

打ち合わせ
コンセプト会議01

コンセプト会議で決めた大まかなラフをもとに、より具体的に
黒板に描く絵を書きおこします。今回のメンバーはデジタルで
下絵を制作。
黒板という横長で濃いグリーンのキャンバス、画材はチョーク
と普段学んでいることと全く違う描き方になるので、学内で黒
板にチョークで描くとどうなるのか、様々な技法を実験して本
番に臨みます。

みんなの思い出 黒板アート制作過程

金沢の魅力を伝えるアート

デジタルで描かれた下絵

メンバーでのコンセプト会議

市役所担当者との打ち合わせ

公開後、絵を消している様子

地域連携

市役所の担当者と打ち合わせを行
い、黒板アートの趣旨確認や、大ま
かなコンセプトを設定します。
その後、メンバーで集まりどのよう
な絵を描いていくか相談します。

黒板アート
公開制作開始04

黒板アートの公開制作がいよいよスター
トです。制作期間は7日間。
塗ったものを消すという黒板の特性を活
用し、人物などは型を使用して背景色を
消してから彩色する方法で挑戦。

金沢駅という場所柄、観光客の方に見
つめられながら、もくもくと作業を進行。
公開制作ならではの光景。

たまに、見学者に話しかけられることも。
これも公開制作ならではのこと。

下絵と準備02

金沢駅東もてなしドー
ム地下広場に黒板を設
置。黒板アート公開制作
の準備が整います。

金沢駅に黒板設置03

打ち合わせ

コンセプト会議

下絵

準備・実験

黒板搬入

黒板アート公開制作開始

完成

黒板を消して撤収

プロジェクトの流れ
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2019 みんなの思い出 黒板アート参加者

INTERVIEW黒板アートという表現
制作過程から作品を消すまで活動のすべてを公開し、金沢市の活性化に繋げるみんなの思い出黒板アート。
通算5作目の制作を担ったのは、修士課程油画コースの4名。3面横並びにした縦1.2ｍ×横10.8ｍの黒
板に、これまでにない図案や技法で新たな世界観を持つ「金沢今昔行列絵巻」を完成させた。

長
尾
　
み
ん
な
で
作
業
を
す
る
こ
と
が
好

き
だ
か
ら
で
す
。
黒
板
に
絵
を
描
く
と
聞

い
て
、
特
別
な
技
術
や
経
験
が
な
く
て
も

挑
戦
で
き
そ
う
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。

富
﨑
　
ひ
と
つ
の
絵
を
み
ん
な
で
仕
上
げ
、

そ
れ
を
一
般
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
な
ん

て
あ
ま
り
経
験
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の

で
参
加
し
ま
し
た
。

舘
田
　
大
勢
で
ひ
と
つ
の
作
品
を
つ
く
っ

た
こ
と
が
な
く
、
単
純
に
面
白
そ
う
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

棚
部
　
黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
で
実
際
に
ど
ん

な
絵
が
描
け
る
の
か
知
り
た
く
て
、
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
　

棚
部
　
全
員
で
考
え
ま
し
た
。
最
初
は
私

が
昔
の
金
沢
の
写
真
を
使
っ
て
何
か
で
き

な
い
か
と
提
案
し
た
ん
で
す
。

富
﨑
　
そ
こ
か
ら
、
３
枚
の
黒
板
を
江
戸
、

昭
和
、
現
代
の
時
代
で
分
け
た
ら
？
時
の

流
れ
を
人
で
表
し
て
大
名
行
列
の
よ
う
に

繋
げ
た
ら
？
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
次
々

と
わ
き
ま
し
た
。

長
尾
　
黒
板
の
横
に
長
い
形
を
生
か
し
て

絵
巻
物
風
に
し
た
ら
？
と
い
う
案
に
、「
か

わ
い
い
！
」
と
全
員
一
致
で
賛
成
し
て
、
め

ざ
す
イ
メ
ー
ジ
も
固
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

舘
田
　
私
た
ち
の
個
性
が
出
し
や
す
い
よ

う
昔
の
写
真
は
模
写
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

棚
部
　
最
初
の
壁
は
下
地
の
色
。
全
体
の

雰
囲
気
を
決
め
る
重
要
な
要
素
な
の
に
、

チ
ョ
ー
ク
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
だ
け
で
は
絵

巻
物
ら
し
い
和
紙
の
質
感
を
出
せ
な
く
て
。

富
﨑
　
他
校
の
制
作
方
法
を
参
考
に
試
行

錯
誤
す
る
中
で
、
全
面
を
白
く
塗
り
、
そ

の
上
か
ら
水
で
溶
い
た
チ
ョ
ー
ク
を
刷
毛

で
重
ね
て
乾
か
し
た
ら
、
う
ま
く
い
っ
た

ん
で
す
。

長
尾
　
翌
朝
見
た
時
は
、
イ
メ
ー
ジ
通
り

の
色
が
出
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
！

舘
田
　
３
つ
の
時
代
を
繋
ぐ
意
味
を
持
た

せ
た
雲
も
、
試
し
に
ガ
ー
ゼ
で
チ
ョ
ー
ク

の
粉
を
包
ん
で
チ
ー
ク
の
よ
う
に
ポ
ン
ポ

ン
と
の
せ
、
霧
吹
き
を
し
て
定
着
さ
せ
る

こ
と
を
繰
り
返
す
と
、
下
地
が
透
け
て
ふ

わ
ふ
わ
と
し
た
雲
ら
し
い
表
現
が
で
き
た

ん
で
す
。

富
﨑
　
絵
巻
物
ら
し
い
平
面
的
で
シ
ャ
ー

プ
な
線
も
な
か
な
か
チ
ョ
ー
ク
で
は
描
け

な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
案
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

長
尾
　
あ
れ
こ
れ
や
っ
て
み
て
、
厚
紙
を

切
り
抜
い
た
型
紙
を
つ
く
り
、
そ
の
部
分

だ
け
下
地
を
拭
き
取
る
と
い
う
方
法
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

舘
田
　
専
攻
し
て
い
る
油
絵
が
自
分
と
の

闘
い
な
ら
、
黒
板
ア
ー
ト
は
画
材
と
の
や

り
と
り
。
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し

て
成
功
ま
で
持
っ
て
い
く
、
そ
の
過
程
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。

長
尾
　
５
年
間
一
緒
に
学
ん
で
き
た
メ
ン

バ
ー
と
い
う
の
も
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
気
心
が
知
れ
た
仲
だ
か
ら
遠
慮
な
く

相
談
で
き
た
し
、
意
見
も
言
い
合
え
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
い
い
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ

た
気
が
し
ま
す
。

舘
田
　
通
常
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
監
督

の
指
示
を
受
け
て
動
く
の
が
当
た
り
前
。

で
す
が
今
回
の
黒
板
ア
ー
ト
で
は
監
督
は

置
か
ず
、
お
互
い
を
信
頼
し
て
作
業
を
分

担
し
ま
し
た
。

棚
部
　
こ
れ
も
５
年
間
の
学
び
が
あ
っ
た

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
動
機
は
？

-「
金
沢
今
昔
行
列
絵
巻
」の
発
想
や
図
案

は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
で
す
か
？

-制
作
過
程
で
の
思
い
出
や
苦
労
は
あ
り

ま
す
か
？

Tateda Miku Tanabe Seri

Nagao YukaTomisaki Miyu

舘田美玖
修士課程絵画専攻油画1年

棚部芹
修士課程絵画専攻油画1年

富﨑美結
修士課程絵画専攻油画1年

長尾柚香
修士課程絵画専攻油画1年

×

×

×

参加者４名
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か
ら
だ
と
言
え
る
か
も
。
１
年
生
の
時

だ
っ
た
ら
自
主
的
に
動
く
こ
と
も
で
き
ず
、

１
週
間
で
こ
こ
ま
で
の
作
品
は
完
成
で
き

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

棚
部
　
私
は
江
戸
時
代
を
担
当
し
た
の
で

す
が
、
昔
の
も
の
が
今
も
大
切
に
守
ら
れ

て
金
沢
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

舘
田
　
昭
和
の
絵
に
は
、
金
沢
市
内
を

走
っ
て
い
た
路
面
電
車
の
ほ
か
歩
く
人
の

髪
型
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
時
代
に
合
わ
せ

て
描
き
ま
し
た
。
そ
の
辺
り
に
気
付
い
て

ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
も
ら
え
た
ら
。

富
﨑
　
現
代
の
絵
で
表
現
し
た
の
は
、
性

別
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
集
ま
る
金
沢
の
変
化
や
活
気
。
自
由

で
の
び
の
び
と
し
た
雰
囲
気
も
意
識
し
ま

し
た
。

長
尾
　
全
体
の
調
整
役
も
し
た
私
と
し
て

は
、
例
え
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
こ
の
黒

板
ア
ー
ト
か
ら
金
沢
が
い
く
つ
も
の
時
代

を
積
み
重
ね
て
き
た
街
だ
と
い
う
こ
と
を

感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

富
﨑
　
下
絵
段
階
で
は
背
景
が
さ
み
し
い

と
か
、
歴
史
的
な
建
物
な
ど
も
入
れ
て
金

沢
を
分
か
り
や
す
く
表
現
し
た
方
が
い
い

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
ん
で
す
。

棚
部
　
検
討
し
ま
し
た
が
、
昔
の
絵
は
遠

近
感
が
な
く
ど
れ
も
同
じ
大
き
さ
で
描
か

れ
て
い
る
の
で
、
背
景
の
入
れ
方
が
難
し

く
て
。

富
﨑
　
絵
巻
物
を
再
現
で
き
な
く
な
る
位

な
ら
と
思
い
切
っ
て
金
沢
城
や
兼
六
園
と

い
っ
た
い
わ
ゆ
る
定
番
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
え

て
描
か
ず
、
大
名
行
列
を
引
き
立
て
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

棚
部
　
そ
の
ぶ
ん
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
を

出
す
た
め
に
パ
ス
テ
ル
系
を
中
心
に
す
る

な
ど
色
選
び
を
工
夫
し
ま
し
た
。

棚
部
　
持
ち
物
や
髪
型
と
い
っ
た
デ
ィ

テ
ー
ル
ま
で
丁
寧
に
描
き
、
各
時
代
の
個

性
や
文
化
、
暮
ら
し
ぶ
り
で
金
沢
を
表
現

し
ま
し
た
。
人
あ
っ
て
の
金
沢
で
す
か
ら

や
は
り
人
を
主
役
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

舘
田
　
普
段
は
一
人
で
制
作
し
て
い
る
の

で
、
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
新
鮮
で
。

ほ
め
て
も
ら
っ
た
時
は
や
は
り
素
直
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

長
尾
　「
な
つ
か
し
い
わ
」
と
か「
こ
ん
な

髪
型
の
人
い
た
わ
ね
」
と
か
共
感
し
て
く

れ
る
人
も
い
て
。
黒
板
ア
ー
ト
が
な
け
れ

ば
話
す
こ
と
も
な
い
見
ず
知
ら
ず
の
人
と

交
流
で
き
た
こ
と
が
、
想
像
以
上
に
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。

棚
部
　
ア
ー
ト
に
興
味
が
な
い
人
も
目
に

す
る
作
品
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
わ
る
か
を
考
え
な
が
ら
制
作
し
た
の

は
初
め
て
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
連

携
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
経
験
は
今
後
に

も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

長
尾
　
自
分
の
作
品
制
作
に
も
良
い
影
響

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
最
近
は
抽
象

的
な
テ
ー
マ
ば
か
り
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、

久
し
ぶ
り
に
人
物
を
描
い
た
こ
と
で
ま
た

挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
意
欲
が
わ

き
ま
し
た
。

富
﨑
　
こ
の
先
、
絵
を
続
け
て
も
就
職
し

て
も
、
チ
ー
ム
で
も
の
づ
く
り
を
す
る
こ

と
が
基
本
に
な
る
の
で
、
共
同
制
作
の
実

績
が
で
き
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

舘
田
　
私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
ま
で
、
か
つ
て
金
沢
に
路
面
電
車
が

走
っ
て
い
た
こ
と
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
黒
板
ア
ー
ト
制
作
の
目
的
は
街
の
活

性
化
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
金
沢
を

知
り
、
人
と
交
流
で
き
た
こ
と
も
成
果
の

ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

岩崎 純 氏
金沢美術工芸大学 油画専攻 准教授

新保 博之 氏
金沢市 文化スポーツ局 担当部長

（兼）文化政策課　課長

黒板アート担当教員 INTERVIEW

美大生らしいアプローチで
黒板コミュニケーション

黒板アート委託者 INTERVIEW

若い力を輝かせ
金沢に新しい文化の創造を

 

　街
中
に
あ
る
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進

む
中
、
役
目
を
終
え
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
も

の
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
か
と
「
み
ん
な

の
思
い
出
黒
板
ア
ー
ト
事
業
」
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
材
木
町
小
学
校
で
使
わ
れ
て
い

た
黒
板
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
金
沢
ら
し
さ
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
を
描
き
、
そ
の
制
作
過
程

か
ら
完
成
、
お
披
露
目
、
消
す
ま
で
一
連
の

流
れ
を
ア
ー
ト
と
し
て
発
表
。
会
場
を
市
民

や
観
光
客
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
る
金
沢
駅

東
も
て
な
し
ド
ー
ム
地
下
広
場
と
す
る
こ
と

で
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
繋
げ
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
学
生
の
作
品

を
見
て
も
ら
い
、
全
国
有
数
の
芸
術
大
学
が

地
元
に
あ
り
優
秀
な
若
者
が
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
も
あ
り
ま
し
た
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
の

は
、「
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
」
と
並
ん
で

金
沢
市
が
進
め
る
「
新
し
い
文
化
の
創
造
」。

美
大
生
に
表
舞
台
で
活
躍
す
る
機
会
を
提
供

し
、
芸
術
や
文
化
に
親
し
む
人
の
裾
野
を
広

げ
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
5
回
制

作
し
た
黒
板
ア
ー
ト
は
、
記
念
撮
影
を
す
る

人
も
い
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
し
、
第
3
回
で

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
金
沢
桜
丘
高
校
美

術
部
の
生
徒
も
、
と
て
も
よ
い
刺
激
を
受
け

た
よ
う
で
し
た
。
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
公

の
事
業
に
参
加
す
る
と
い
う
経
験
は
、
学
生

に
と
っ
て
も
貴
重
で
あ
り
今
後
社
会
に
出
た

時
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
学
生
を
は
じ

め
若
者
の
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
を
通
し

て
、「
文
化
都
市
・
金
沢
」
を
発
信
す
る
機
会

を
創
出
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
み
ん
な
の
思
い
出

黒
板
ア
ー
ト
」。
5
作
目
と
な
る
今
回
は
、

こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
構
図
と

そ
れ
を
引
き
立
た
せ
る
新
し
い
技
法
を
探
求

し
た
結
果
、
ア
ー
ト
が
持
つ
〝
人
に
何
か
を

伝
え
る
力
〞
を
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
作
品

に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
登
場
で
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
黒
板

で
す
が
、
絵
を
描
く
こ
と
で
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
ひ

と
つ
の
ア
ー
ト
に
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
感

慨
深
い
で
す
。
制
作
中
は
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
に
話
し
か
け
ら
れ
会
話
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
、
学
生
た
ち
が
大
学
生
活
の
中
で

培
っ
て
き
た
鋭
い
感
性
が
〝
人
に
何
か
を
伝

え
る
力
〞
と
な
り
、
言
葉
を
超
え
て
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
、

そ
し
て
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
発
見
や
経
験
が
で
き
た
の

は
、
公
共
の
場
所
で
制
作
を
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
。
誰
か
に
見
て
も
ら
う

こ
と
を
前
提
に
企
画
か
ら
制
作
、
完
成
、
そ

し
て
黒
板
ア
ー
ト
の
特
徴
で
あ
る
消
す
ま
で

一
連
の
流
れ
を
経
験
で
き
る
今
回
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
つ
く

り
手
と
し
て
の
意
識
や
思
い
を
よ
り
強
く
さ

せ
る
良
い
機
会
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
に

繋
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
生
の
素
直
な
気

持
ち
や
創
作
意
欲
を
垣
間
見
ら
れ
る
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
個
人
的
に
も
楽
し
み
に

し
て
お
り
、
こ
の
先
も
長
く
続
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
10
年
、
20
年
先
に
、
今
回

描
い
た
時
代
絵
巻
の
そ
の
後
を
、
ま
た
黒
板

ア
ー
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
夢
は

広
が
る
ば
か
り
で
す
。

2019 みんなの思い出 黒板アート参加者 INTERVIEW

-作
品
の
ど
こ
を
見
て
ほ
し
い
で
す
か
？

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
て
の
感
想
は
？
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黒板アート コレクション

5. 2019年
　「金沢今昔行列絵巻」

3. 2018年10月 彫刻専攻グループ
　「歴史の街・
　 金沢をアートで駆け巡る」

2. 2018年9月 日本画専攻グループ
　「海の中の宇宙（そら）」

1. 2018年8月・9月 油画専攻グループ
　「金沢の四季」

4. 2018年12月 金沢美大・金沢桜丘高校合作
　「二本の川のある町（金沢）」

Since 2018

1 2

3 4

5Process
ホスピタリティアート・プロジェクト「光の回廊」
地域連携事業
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プロジェクトの流れ

金沢市立病院と金沢美術工芸大学との連携により、2009年か
ら継続して行われているホスピタリティアート・プロジェクト
（通称HAP）。そのひとつのプロジェクトである「光の回廊」は、
病院１階の大ガラスに、患者、医療者、学生の協働によりステ
ンドグラス風の装飾を施すワークショップ・展示企画です。成
果物としての展示は医療環境に癒しの効果を与え、ワーク
ショップによりアートを介したホスピタリティ（もてなし）空間
を創出しています。

参加者の協働により仕上げられた、ステンドグラス風装
飾の完成です。作品は3週間程度の公開の後、撤収され
ます。晴れた日の午後2時頃には、カラーセロファンの
色が床に美しく映り込み、「光の回廊」が立ち現れます。

完成

ホスピタリティアート・プロジェクト
「光の回廊」始動01

どのような絵にするか参加者がアイデアを持ち寄り、全員
の投票で本年度の図案を決めます。

ホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）
「光の回廊」制作過程

医療分野におけるアートの潜在的な可能性
学内の作業

2019年の集まったアイデアスケッチの一部

地域
連携

チームとしての士気を上げるために
毎年お揃いのTシャツを作っています

2019年の決定図案

ホスピタリティアート・プロジェクトに参加する学
生を募り、企画会議を行います。初めて参加する
メンバーに向けて、コーディネーターの三浦賢治
教授からホスピタリティアート・プロジェクトにつ
いて説明を受け、制作テーマについて意見交換を
おこないます。また、その年のプロジェクトTシャツ
制作担当を決めます。

オリエンテーション会議

テーマ会議／担当決め

図案募集／投票

図案決定
ブラッシュアップ

テーマ会議／担当決め

最終図案決定

学内での下準備

現地作業開始

ワークショップ開催

撤去作業

完成

学内での下準備04
ステンドグラス風装飾を施す原寸の大ガラスサイ
ズは縦3.5m×横10m。決定した図案から原寸大の
下絵を制作します。その原寸大の下絵をカラーパ
ーツ別に切り、大ガラスに貼るセロファンの型紙に
し、本番で貼るカラーセロファンを準備します。 そ
れと並行してワークショップ用のカラーセロファン
も準備します。

「光の回廊」作業開始05
市立病院での作業開始です。高所の作業もあるため、足場を組み、安
全に留意し作業を進めていきます。大ガラス全面に保護シートを貼り、
その上にカラーセロファンによる装飾をします。

作業最終日のワークショップ06
市立病院での作業期間は3日間
です。最終日のワークショップで
は、患者、来院者、医療関係者の
方々も作業に参加し、学生と共に
作品の仕上げをします。

図案の検討02

図案が決まったら、実際の作業が
可能か等について検討し修正作
業を行い、最終図案が決定します。

最終図案決定03

ワークショップ用のカラーセロファン
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Tanabe Seri

Ishida Ayaka

Tsukahara Yuko

Yoneda Mai

Fujita Mao

藤田真央

米田麻衣

石田彩夏

塚原由子

棚部芹

ホスピタリティアートがもたらしたもの

2019ホスピタリティアート・プロジェクト
「光の回廊」参加者代表

INTERVIEW

2009年にスタートし、金沢市立病院との連携により医療環境におけるアートの潜在的な可能性を
探り続けるホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）。病院の待合いロビーの窓にカラーセロ
ファンでステンドグラス風の装飾を施す「光の回廊シリーズ」制作に携わった５名に話を聞いた。

米
田
　
自
分
か
ら
積
極
的
に
活
動
す
る
タ

イ
プ
で
は
な
い
の
で
す
が
、
大
学
生
に
な

っ
た
し
何
か
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
っ
て
。
高
校
生
の
頃
、
金
沢
市
立

病
院
で「
光
の
回
廊
」を
見
た
こ
と
が
あ
り
、

い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

藤
田
　
私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
た
め
に
入
学
し
た
ん
で
す
！
高
校
３

年
生
の
時
、
大
学
案
内
で
こ
の
活
動
を
知

っ
た
時
は
、
公
立
大
学
が
地
域
と
連
携
す

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
の
で
新
鮮
で
し
た
。

棚
部
　
入
学
当
初
か
ら
地
域
と
繋
が
る
こ

と
や
人
と
関
わ
る
こ
と
が
し
た
く
て
、「
光

の
回
廊
」制
作
は
今
年
で
５
回
目
。
部
活

と
違
い
毎
年
違
う
顔
ぶ
れ
で
よ
り
よ
い
も

の
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。

塚
原
　
私
は
大
学
で
し
か
で
き
な
い
経
験

を
し
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
地
域

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
携
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
取
り
組
み
は
通
院
・
入
院
の
患

者
さ
ん
、
医
療
関
係
者
、
地
域
の
方
々
な

ど
年
代
も
置
か
れ
た
立
場
も
環
境
も
異
な

る
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
、
完
成
し
た
作
品
も
美
し
い
の
で
４
年

間
続
け
て
い
ま
す
。

石
田
　
就
職
用
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
も

な
る
か
ら
と
軽
い
気
持
ち
で
始
め
て
、
今

年
で
３
年
。
継
続
の
理
由
は
、
工
作
み
た

い
な
工
程
が
楽
し
い
か
ら
。
あ
と
は
達
成

感
の
大
き
さ
で
す
ね
。

塚
原
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
感
じ
る
や
り

が
い
も
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
美
術

で
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
瞬
間
に
立
ち
合

う
な
ん
て
、
そ
う
何
度
も
経
験
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

米
田
　
夢
が
広
が
る
作
品
に
し
た
く
て
、

な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う

と
考
え
て
、「
宇
宙
旅
行
」を
テ
ー
マ
に
し

ま
し
た
。

藤
田
　
今
ま
で
に
な
い
テ
ー
マ
と
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
図
案
で
、
毎
年
作
品
を
見
て
い

る
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。

石
田
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
比
較
的
小

さ
な
モ
チ
ー
フ
を
つ
く
る
の
で
、
参
加
者

の
作
品
が
映
え
そ
う
だ
な
と
い
う
の
が
第

一
印
象
で
し
た
。

塚
原
　
宇
宙
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
空
間

が
窓
辺
に
現
れ
る
こ
と
で
、
い
つ
も
と
は

違
う
世
界
を
感
じ
て
も
ら
え
る
点
も
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

米
田
　
星
や
う
さ
ぎ
な
ど
沢
山
の
モ
チ
ー

フ
が
増
え
て
、
私
が
考
え
た
最
初
の
図
案

よ
り
ず
っ
と
い
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

塚
原
　
も
う
覚
え
て
し
ま

う
く
ら
い
何
度
も
見
た
図

案
な
の
に
、
た
く
さ
ん
の
人

の
手
が
加
わ
っ
て
完
成
し

た
作
品
は
、
思
い
や
温
か

さ
が
伝
わ
る
決
し
て
美
大

生
だ
け
で
は
つ
く
れ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

米
田
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
者
が
楽
し
ん
で
い

る
様
子
を
見
た
り
、
喜
ぶ

声
を
聞
い
た
り
し
て
い
る

う
ち
に
、
気
が
つ
い
た
ら

私
も
う
れ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

石
田
　
想
像
し
て
い
た
以
上
の
人
が
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
な
が

ら
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。
自
分
の
作
品
制
作
と
は
違
う
達
成
感

も
あ
り
ま
し
た
。

棚
部
　
い
つ
も
な
ら
私
は
作
者
で
皆
さ
ん

は
観
客
な
の
で
す
が
、
そ
の
壁
を
取
り
払

い
一
緒
に
も
の
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
新

-１
年
生
の
２
名
は
初
参
加
で
し
た
。動
機

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

-他
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
か
ら
続
け
て
の

参
加
で
す
ね
。

-「
宇
宙
旅
行
」と
い
う
テ
ー
マ
や
図
案
に

つ
い
て
の
感
想
は
？

-完
成
し
た
作
品
を
見
た
感
想
は
？

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

参加者代表5名

芸術学専攻1年

油画専攻1年

油画専攻3年

油画専攻4年

修士課程絵画専攻油画1年

×

×

×

×
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横川 由起子 氏
金沢市立病院 副院長・眼科長

し
い
視
点
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
制

作
が
ど
う
映
る
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な

制
作
活
動
を
す
べ
き
か
な
ど
を
客
観
的
に

判
断
す
る
材
料
を
与
え
ら
れ
た
気
が
し
て

い
ま
す
。

塚
原
　
作
品
自
体
よ
り
病
院
と
い
う
公
共

の
場
で
制
作
を
す
る
経
験
や
美
大
生
以
外

の
人
と
連
携
し
た
過
程
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
病
院
が
日
常
の
場
所
に
な
り
自

由
に
出
か
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
患
者
さ

ん
は
、
自
分
で
心
の
動
き
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
美
術
に
は
そ
ん
な
方
々

の
世
界
を
広
げ
、
笑
顔
を
引
き
出
す
可
能

性
や
役
割
が
あ
る
こ
と
も
、
一
人
で
制
作

し
て
い
る
だ
け
で
は
気
付
け
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

藤
田
　
実
は
以
前
、共
同
制
作
に
挫
折
し

た
こ
と
が
あ
り
、コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
今
回
は
純
粋
に
楽
し

み
な
が
ら
活
動
で
き
て
、心
が
救
わ
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。そ
し
て
、自
分
で
も
人
の

役
に
立
て
た
こ
と
、誰
か
の
た
め
に
頑
張
れ

た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。こ

の
体
験
を
咀
嚼
し
な
が
ら
、専
攻
す
る
芸

術
学
の
学
び
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

米
田
　
周
り
の
人
を
明
る
い
気
持
ち
に

し
、
自
分
も
楽
し
め
る
の
が
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ア
ー
ト
。
美
術
は
楽
し
む
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

石
田
　
完
成
し
た
作
品
は
不
揃
い
な
所
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
が
ま
た
個
性
に
な

っ
て
ひ
と
つ
の
世
界
が
で
き
あ
が
っ
て
い

て
感
動
し
ま
し
た
。

棚
部
　
私
は
卒
業
後
も
美
術
と
地
域
を
繋

ぐ
こ
と
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

将
来
の
た
め
に
と
て
も
意
味
の
あ
る
学
び

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
ア
ー
ト
が
市
民
に
伝
わ

る
き
か
っ
け
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

米
田
　
大
学
に
は
美
術
を
学
び
に
来
た
の

だ
か
ら
と
学
外
で
の
活
動
に
は
消
極
的
で
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
も
何
と
な
く
参
加

し
た
面
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
不
安
で
も

や
っ
て
み
る
こ
と
、
勇
気
を
出
し
て
一
歩

踏
み
出
す
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

石
田
　
美
大
生
ば
か
り
で
制
作
す
る
と
つ

い
こ
だ
わ
り
が
で
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、細
か
い
部
分
は
セ

ロ
フ
ァ
ン
で
は
な
く
マ
ジ
ッ
ク
で
仕
上
げ
る

な
ど
自
分
で
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
方
法

が
い
く
つ
も
飛
び
出
し
良

い
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
仕

上
が
り
に
、
制
作
過
程
の

雰
囲
気
や
携
わ
っ
た
人
の

思
い
が
作
品
に
表
れ
る
こ

と
も
実
感
し
ま
し
た
。

藤
田
　
ご
褒
美
は
な
く
評

価
も
さ
れ
な
い
の
に
こ
こ

ま
で
前
向
き
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
る
こ
と
に

自
分
自
身
が
一
番
驚
き
ま

し
た
。
誰
か
の
役
に
立
て

る
っ
て
こ
ん
な
に
温
か
く

て
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る

ん
で
す
ね
。

棚
部
　
こ
の
活
動
は
、
お

金
を
も
ら
わ
な
い
か
ら
素

の
自
分
で
で
き
る
ん
で
す
。
自
分
の
行
動

へ
の
達
成
感
や
喜
び
を
後
ろ
暗
い
と
こ
ろ

な
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

塚
原
　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ア
ー
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
学
内
と
は
違
う
学
び
や

発
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。

石
田
　
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
忙
し
く
な

る
の
で
、
今
年
が
最
後
か
な
と
思
い
な
が

ら
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
高
い
志
が
な

く
て
も
、
自
分
の
制
作
に
結
び
つ
か
な
く

て
も
、
楽
し
い
か
ら
ま
た
心
が
動
く
の
で

し
ょ
う
ね
。

米
田
　
経
験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

っ
て
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
の
よ

う
に
、
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
て
み
る
の

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

ホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）委託者
INTERVIEW

心癒すアートの力を活かし
よりよい医療を追求していく

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
前
ま
で

は
、
病
院
で
ア
ー
ト
制
作
を
す
る
意
義
が
よ

く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
患

者
様
や
お
見
舞
い
の
方
々
を
は
じ
め
、
私
た

ち
職
員
も
参
加
し
学
生
と
一
緒
に
完
成
さ
せ

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
装
飾
を
見
上
げ
て

い
る
姿
に
、
誰
も
が
い
つ
も
と
は
違
う
笑
顔

で
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
ア
ー
ト
が
持
つ
力

を
実
感
し
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
医

療
現
場
で
の
制
作
は
気
を
使
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
々
業
務
に
追
わ
れ
る

職
員
に
と
っ
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

が
少
な
か
ら
ず
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
11
年
と
い
う
長
き
に
渡
っ
て

継
続
で
き
て
い
る
の
は
、
皆
で
ひ
と
つ
の
作

品
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
心
が
満
た
さ
れ

笑
顔
が
増
え
る
喜
び
を
経
験
し
て
い
る
か

ら
。
患
者
、
医
師
、
看
護
師
と
い
っ
た
立
場

や
職
務
を
超
え
た
会
話
が
増
え
、
よ
り
強
い

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
治
療
に
よ
い

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　医
療
に
お
け
る
ア
ー
ト
の
可
能
性
は
、
す

で
に
海
外
で
は
広
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
病

院
の
評
価
基
準
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
ほ

ど
。
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
不
安
を
払
拭

し
治
療
効
果
を
高
め
る
と
い
う
取
り
組
み

は
、
当
院
の
髙
田
重
男
院
長
が
常
々
職
員
に

伝
え
て
い
る
「
病
気
を
み
る
の
で
は
な
く
、

人
を
み
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
と
も
重
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
在
り
方
や
病
院

の
役
割
を
考
え
る
上
で
も
ア
ー
ト
に
で
き
る

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
探
す
意
味
で
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら
長
く
続
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

地域連携活動「ホスピタリティアート・プロジェクト」の通称「HAP」ポーズ

三浦 賢治 氏
金沢美術工芸大学 油画専攻 教授

ホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）担当教員
INTERVIEW

アートで提案する
医療現場でのコミュニケーション

　医
療
現
場
に
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
る
取

り
組
み
は
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
と
行
政
そ
し
て

大
学
の
協
力
関
係
が
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
は
稀
で
す
。
11
年
間
に
わ
た
り
取
り

組
み
が
継
続
し
て
い
る
の
も
恵
ま
れ
た
環
境

の
お
陰
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
患
者
と
医
療

者
、
学
生
の
関
係
が
同
じ
立
ち
位
置
に
な
り

ま
す
。
そ
の
状
況
こ
そ
が
す
で
に
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
の
在
り
よ
う
で
あ
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
る
成
果
物
よ
り
も
意
味
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
病
院
と
い
う
場
所
柄
、
気

付
か
な
い
う
ち
に
誰
か
に
不
快
な
思
い
や
負

担
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学

生
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
お
り
、
周

囲
に
配
慮
し
た
「
静
な
る
情
熱
」
で
こ
と
に

接
す
る
姿
勢
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み
は
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
は
、
参
加
す
る
人
の
状
況
や

感
じ
方
が
違
う
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

味
や
そ
の
結
論
も
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
学
生
が
、
表
現
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

新
た
な
視
点
を
見
出
す
機
会
に
な
れ
ば
い

い
で
す
し
、
い
つ
か
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ア
ー
カ
イ
ブ
が
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
既
に
こ
の
活
動
は
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
小
学

校
教
諭
と
し
て
H
A
P
で
の
経
験
を
生
か
し

て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。
誰
が
ど
の
よ
う

な
意
味
付
け
を
し
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で

す
。
今
後
も
学
生
と
と
も
に
、
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
の
活
動
に
携
わ
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

2019 ホスピタリティアート・プロジェクト「光の回廊」参加者代表 INTERVIEW

-今
後
の
学
生
生
活
に
生
か
せ
る
発
見
な

ど
は
あ
り
ま
し
た
か
？
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2010 夢の水族館2009 生命の樹

2011 オアシス 2012 パレード

2013 夏の想い 2015 夢の発掘2014 南からの風

2016 夏の冒険 2017 くまさんの夏休み

2018 四季のかがやき 2019 月面旅行

ホスピタリティアート・プロジェクト 「光の回廊」コレクション Since 2009

2007

2014
2015

2016
2017

2018
2019

2008
2009

2010
2011

2012
2013

社会連携センター歴代運営構成員名簿

美術工芸研究所 所長 : 川本敦久

地域連携センター センター長 : 真鍋淳朗

地域連携センター : 土井宏二／太田昌子／秋草孝／田中寛志／原智／小松崎拓男

産学連携センター センター長 : 中川衛

産学連携センター : 石田陽介／寺井剛敏／浅野隆／米山央／伊藤英高／大谷正幸

コーディネーター : 藤野雅

社会連携担当理事 : 村中稔

地域連携センター センター長 : 真鍋淳朗

地域連携センター : よしだぎょうこ／高橋治希／中瀬康志／鈴木康雄／北村賢哉

 大高亨

産学連携センター センター長 : 角谷修

産学連携センター : 佐藤俊介／坂野徹／河崎圭吾／畝野裕司／山本健史

コーディネーター : 藤野雅

社会連携担当理事 : 村中稔

地域連携センター センター長 : 真鍋淳朗

地域連携センター : 高橋治希／中瀬康志／鈴木康雄／北村賢哉／池田晶一

産学連携センター センター長 : 角谷修

産学連携センター : 佐藤俊介／坂野徹／根来貴成／畝野裕司／山本健史

コーディネーター : 古場田良郎

社会連携担当理事・社会連携センター センター長 : 寺井剛敏

地域連携部門 部門長 : 河崎圭吾

地域連携部門 : 佐藤俊介／真鍋淳朗／三浦賢治／鈴木康雄／坂本英之／畝野裕司

 山本健史

産学連携部門 部門長 : 浅野隆

産学連携部門 : 荒木恵信／北村賢哉／大高亨／稲垣健志／村山祐子

知財管理部門 部門長 : 村中稔

知財管理部門 : 鈴木浩之／根来貴成／原智／高橋明彦

特任研究員 : 古場田良郎

社会連携担当理事・社会連携センター センター長 : 寺井剛敏

地域連携部門 部門長 : 河崎圭吾

地域連携部門 : 佐藤俊介／真鍋淳朗／芝山昌也／工藤俊之／坂本英之

 青木千絵

産学連携部門 部門長 : 浅野隆

産学連携部門 : 荒木恵信／北村賢哉／大高亨／稲垣健志／村山祐子

知財管理部門 部門長 : 村中稔

知財管理部門 : 鈴木浩之／根来貴成／原智／高橋明彦

特任研究員 : 野村昌史

社会連携担当理事・社会連携センター センター長 : 石田陽介

地域連携部門 部門長 : 池田晶一

地域連携部門 : 芝山昌也

産学連携部門 部門長 : 畝野裕司

産学連携部門 : 加賀城健

知財管理部門 部門長 : 安島諭

知財連携部門 : 鈴木浩之

特任研究員 : 野村昌史

造形芸術総合研究所 所長 : 川本敦久

地域連携センター センター長 : 真鍋淳朗

地域連携センター : 土井宏二／太田昌子／後藤徹／田中寛志／原智／小松崎拓男

産学連携センター センター長 : 川本敦久

産学連携センター : 鈴木浩之／石田陽介／寺井剛敏／浅野隆／米山央／伊藤英高

 大谷正幸

コーディネーター : 藤野雅

造形芸術総合研究所 所長 : 川本敦久

地域連携センター センター長 : 真鍋淳朗

地域連携センター : 土井宏二／太田昌子／後藤徹／田中寛志／城﨑英明／小松崎拓男

産学連携センター センター長 : 川本敦久

産学連携センター : 鈴木浩之／石田陽介／寺井剛敏／浅野隆／板橋廣美／伊藤英高

 大谷正幸

コーディネーター : 藤野雅

社会連携担当理事 : 川本敦久

地域連携センター センター長 : 後藤徹

地域連携センター : 佐藤俊介／中瀬康志／水野さや／角谷修／板橋廣美

産学連携センター センター長 : 浅野隆

産学連携センター : 石田陽介／寺井剛敏／鍔隆弘／原智／伊藤英高

コーディネーター : 藤野雅

社会連携担当理事 : 川本敦久

地域連携センター センター長 : 後藤徹

地域連携センター : 高橋治希／中瀬康志／山崎剛／鈴木康雄／畝野裕司／板橋廣美

産学連携センター センター長 : 浅野隆

産学連携センター : 荒木恵信／石田陽介／寺井剛敏／河崎圭吾／宮永春香／中安翌

コーディネーター : 藤野雅

アートベース石引アドバイザー : 角谷修

社会連携担当理事 : 川上明孝

企画総務担当理事 : 大路孝之

社会連携担当教育研究審議会委員 : 寺井剛敏

地域連携センター センター長 : 角谷修

地域連携センター : 高橋治希／中瀬康志／北村賢哉／板橋廣美／大野悠

産学連携センター センター長 : 浅野隆

産学連携センター : 石田陽介／坂野徹／河崎圭吾／畝野裕司／大高亨

コーディネーター : 藤野雅

アートベース石引アドバイザー : 角谷修

社会連携担当理事 : 川上明孝

企画総務担当理事 : 大路孝之

社会連携担当教育研究審議会委員 : 寺井剛敏

地域連携センター センター長 : 角谷修

地域連携センター : 高橋治希／中瀬康志／北村賢哉／板橋廣美／大野悠

産学連携センター センター長 : 浅野隆

産学連携センター : 石田陽介／坂野徹／河崎圭吾／畝野裕司／大高亨

コーディネーター : 藤野雅

社会連携担当理事・社会連携センター センター長 : 石田陽介

地域連携部門 部門長 : 池田晶一

地域連携部門 : 芝山昌也

産学連携部門 部門長 : 畝野裕司

産学連携部門 : 加賀城健

知財管理部門 部門長 : 安島諭

知財連携部門 : 鈴木浩之

特任研究員 : 野村昌史



107 SNSを活用したハロウィンイベント空間とワークショップのデザイン研究

110 みんなの思い出 黒板アート

114 WRO Japan 2018 in Kanazawa
参加記念メダルデザイン制作

114 これからのエンターテイメント
授業の枠組みから捉え直したプロジェクト

075 北陸銀行 ウィンドウおよび店舗 作品展示

082 北陸デスティネーションキャンペーン「北陸 STANDARD+」

095 金沢フォーラス クリスマスツリーデザインプロジェクト

086 30代家族が住みたくなる戸建住宅の提案

079 「金沢百万石まつり」
スタッフＴシャツデザイン

077 アートベース石引における展示活動

081 四日市こども科学セミナー 人工衛星と電波反射器を利用した地上絵の制作

080 金沢マラソン2016 完走メダルデザイン

2015 064 〉〉〉 079地域連携

064 障碍者支援施設「希望が丘」における陶芸活動／065 金沢市企業局「ガ
スぽーと」ロゴデザイン／066 金沢マラソン完走メダルデザイン制作／067 
首都圏における総合的なプロモーションを展開するための北陸新幹線金
沢開業PRポスター制作／068 金沢の食文化の魅力を発信するための映像
制作「ごちそうオノマトペ」／069 北陸経済連合会スローガン、ロゴマーク
制作／070 ホスピタリティラウンジ・プロジェクト 待ち時間を豊かにする
椅子Ⅳ•Ⅴ「石川県立音楽堂と新幹線ホームをつなぐ椅子」／071 かなざわエ
コライフキャンペーン ダンボールエコアート出展事業／072 兼六小学校
校章デザインとその活用計画／073 ホスピタリティアート・プロジェクト
第18回 光の回廊シリーズ（その7）「夢の発掘」ワークショップ・作品展示／
074 ホスピタリティアート・プロジェクト第19回 第4回ホスピタル・ギャラ
リー  -病院が美術館になる日「安らぎのいろ・かたち・味わい」-／075 北
陸銀行 ウィンドウおよび店舗 作品展示／076 問屋まちスタジオにおける
活動 問×美 2015 JOINT／077 アートベース石引における展示活動／078 
人工衛星を利用した地上絵の制作研究／079 「金沢百万石まつり」スタッフ
Ｔシャツデザイン

075 組み合わせ方で中身が引き立つ容器／076 「カナコレ！」
BLE ビーコンを活用した、大学内で利用する画像シェアサービ
スの開発／077 日本の伝統要素を取り入れた「BLE ビーコン」を
納めるケース製作／078 大野市まいたけキャラクターのデザイ
ン開発／079 コンパクトカーの内外装アイテム提案／080 ロフ
ト金沢店 オープニング壁面ディスプレイ企画・制作／081 新し
い価値を持ったメガネのデザイン／082 北陸デスティネーショ
ンキャンペーン「北陸 STANDARD+」／083 人間中心の地域社会
を実現するIoT（Internet of Things）に関する研究／084 キリンビ
バレッジ新商品企画の提案／085 ローンカードなどのデザイン
企画／086 30代家族が住みたくなる戸建住宅の提案

2015 075 〉〉〉 086産学連携

080 金沢マラソン2016 完走メダルデザイン／081 四日市こども科学セミナー 人工衛星と電波
反射器を利用した地上絵の制作／082 新天地商店街まちなか美術館に関する作品展示および路
上アート／083 泉野図書館・金沢美術工芸大学共同企画 10周年記念展「ことば 前期展 後期展」
／084 ホスピタリティアート・プロジェクト第20回 光の回廊シリーズ（その8）「夏の冒険」ワー
クショップ・作品展示／085 ホスピタリティアート・プロジェクト第21回 第5回ホスピタル・
ギャラリー  -病院が美術館になる日「安らぎのいろ・かたち・味わい」-／086 小学生と高齢者
の交流促進のための「ものづくり方法」の研究／087 金沢市立安江金箔工芸館 ウインドウディ
スプレイ企画・デザイン／088 おもてなし気運醸成に関する広報物の企画・デザイン等の提案
（食文化）／089 三大都市圏等における総合的なプロモーションを展開するための誘致ポスター
制作／090 金沢21世紀工芸祭 工芸回廊／091 ホスピタリティ・ライブラリープロジェクト図書
館で過ごす時間を豊かにする椅子 ～金沢海みらい図書館を舞台に考察～／092 かなざわエコ
フェスタ2016出展事業／093 石川県立盲学校「触れてみる彫刻展」／094 金沢の森育推進事業に
おける絵本「森のめぐみと動物たち」の制作／095 アートベース石引における展示活動 

2016
080 〉〉〉 095地域連携

2016 087 〉〉〉 097産学連携

087 金沢アートガイドアプリの企画・制作／088 スマートデバイスを活用した新
しいサービスの開発  新感覚サイネージ「ルクホ ～囲んで見つけるマップ～」 位
置情報連動型アプリ「ワザトレ ～冒険心をくすぐる修行アプリ～」／089 サプラ
イズのある容器／090 兼六園グッズのデザイン研究／091 新しい価値を持ったメ
ガネのデザイン／092 IoT機器の操作インターフェイスデザインの研究／093 
OLED パネルの特徴を活かした未来の光の研究／094 これからの暮らしとエクス
テリア空間／095 金沢フォーラス クリスマスツリーデザインプロジェクト／096 
IoT時代における UX（user experience）を基軸としたサービス＆プロダクトデザイ
ン開発プロジェクト／097 志賀町イルミネーション事業における提言

100 ホスピタリティアート・プロジェクト第22回
光の回廊シリーズ（その9）「くまさんの夏休み」ワークショップ・作品展示

104 バスシート生地用テキスタイルデザイン開発

117 新しい紙コミュニケーションツールの
デザイン開発

101 ユニバーサルデザインを使った観光案内ツールの開発
110 卒業制作作品
「施設向け歩行車 Snuggle」の製品化

2017 096 〉〉〉106地域連携

096 金沢マラソン2017 完走メダルデザイン制作／097 湯涌温泉開湯1300年ラッピ
ングバスデザイン提案／098 ホスピタリティ・ライブラリープロジェクト 図書館
で過ごす時間を豊かにする椅子Ⅱ ～金沢海みらい図書館を舞台に考察～／099 
JAPANテント30周年記念Tシャツ基本デザイン制作／100 ホスピタリティアート・
プロジェクト第22回 光の回廊シリーズ（その9）「くまさんの夏休み」ワークショッ
プ・作品展示／101 ホスピタリティアート・プロジェクト第23回 第6回ホスピタ
ル・ギャラリー  -病院が美術館になる日「安らぎのいろ・かたち・味わい」-／102 
金沢市観光ポスター制作／103 「金沢の食の名工」映像制作／104 ITビジネスプラ
ザ武蔵サロン展示／105 まちかど思い出ピアノのデザイン制作／106 金沢市立安
江金箔工芸館 ウインドウディスプレイを充実させるためのデザイン提案

098 次世代の暮らしに沿った機能美を感じるドアデザイン提案／099 新しい価値を持ったメガネフレームのデザイン研究 美大メガ
ネ部活動としての連携事業／100 建築3次元CAD（建築設計向けソフトウェア）用ロゴマークデザイン開発／101 ユニバーサルデザイ
ンを使った観光案内ツールの開発／102 企業とプロのデザイナーを交えた新しい授業の枠組みによるIoT商品開発研究／103 未来の
車両内装（センターゾーン）から考える新アイテムの提案／104 バスシート生地用テキスタイルデザイン開発／105 小松精練バスシー
トカタログデザイン制作／106 石川テレビキャラクター制作／107 SNSを活用したハロウィンイベント空間とワークショップのデザ
イン研究／108 香林坊東急スクエアにおける駐輪スペースの研究／109 かなざわエコフェスタ2017出展／110 卒業制作作品「施設向
け歩行車 Snuggle」の製品化／111 ANAクラウンプラザホテル金沢 クリスマスオーナメント制作／112 「AEON MALL ART SCENE 見
る名画 感じるアート 楽しむ美術展」の空間表現研究／113 有機EL照明パネルを使用したポータブルライティングのデザイン研究

2017 098 〉〉〉113産学連携

107 金沢マラソン2018完走メダルデザイン制作／108 かなざわ時計／109 歩けるまちアート
ベンチプロジェクト「かなざわ道の船」 ～ベンチのデザイン制作と情報発信事業～／110 みん
なの思い出 黒板アート／111 まちかど思い出ピアノのデザイン制作／112 「金沢テクノパー
ク」企業立地ガイドのデザイン／113 金沢駅西地下広場庭園リニューアル／114 WRO Japan 
2018 in Kanazawa 参加記念メダルデザイン制作／115 金沢の海の幸PR映像「海鮮金沢」映像制
作／116 ホスピタリティアート・プロジェクト第24回 光の回廊シリーズ（その10）／117 ホス
ピタリティアート・プロジェクト第25回 第7回ホスピタルギャラリー／118 かなざわエコフェ
スタ2018／119 ホスピタリティ・ライブラリープロジェクト 図書館で過ごす時間を豊かにす
る椅子Ⅲ ～金沢海みらい図書館を舞台に考察～／120 JAPAN TENT Tシャツ・広報物デザイン
／121 犀桜小学校校章デザインとその活用計画／122 犀川小学校校章デザインとその活用計
画／123 金沢箔を用いたパネル等の制作及びSNSによる情報発信の提案／124 子ども専用相
談ダイヤルカードのデザイン／125 社会福祉法人 希望が丘での陶芸指導および薪窯焼成／
126 石川県立盲学校「触れてみる彫刻展」／127 外国人旅行者銭湯体験推進事業

2018
107 〉〉〉127地域連携

114 これからのエンターテイメント 授業の枠組みから捉え直したプロジェクト／115 スズキの
○○があるからできるこんなこと／116 真空成形の技術を使った新たなユニバーサルデザイン容
器の研究／117 新しい紙コミュニケーションツールのデザイン開発／118 クラスコ共同事業 金沢
市内のホテル・リノベーションにおける客室と共用部のデザイン／119 卒業制作作品「施設向け歩
行車 Snuggle」の製品化（2年目）／120 新しい価値を持ったメガネフレームのデザイン研究 美大メ
ガネ部活動としての連携事業／121 ハロウィンカーニバルに関するイベントデザイン研究

2018 114 〉〉〉121産学連携

089 サプライズのある容器



044 工事用仮囲いフェンスのグラフィックデザイン046 反射材を利用した新しい用途開発の提案

031 授産商品開発事業「こびとかばサブレ」

040 iPhone用ゲームアプリケーション「ねこたつ」開発

035 iPhone対応アプリ開発プロジェクト
「モバイルフォンスター／何か YO! 怪？」

017 金沢中央卸売市場改装プロジェクト

018 金沢の商業施設におけるファッション修了制作作品の展示販売

012 〉〉〉 018地域連携

2011
012 双頭の獅子頭、平成の加賀獅子の制作  -伝統行事等地域交流研究事業-／013 小矢部
川サービスエリア（上り）2014年改築を前提とした「北陸らしさ」を演出するサービスエリア
のデザイン／014 フォーラス KANAZAWA COOL 作品展示／015 「珠洲焼普及・啓蒙」振興プ
ロジェクト2011 研究テーマ「SURIBACHI」／016 アートベース石引／017 金沢中央卸売市場
改装プロジェクト／018 金沢の商業施設におけるファッション修了制作作品の展示販売

2011
035 iPhone対応アプリ開発プロジェクト「モバイルフォンスター／何か YO! 怪？」／
036 産地ブランド・THE291のフレームデザイン／037 新商品開発に向けた企画提案に
ついて／038 能登珪藻土ピザ窯のデザイン／039 車内天井材パターンデザイン開発／
040 iPhone用ゲームアプリケーション「ねこたつ」開発／041 真空成形の魅力を最大限
に活かした新デザインの提案

035 〉〉〉 041産学連携

2012
042 「国宝 平等院鳳凰堂内 西面扉絵 日想観」の学術的復元模写による保存に関する研究／043 産地ブランド THE291 メガネフレームのデザイン開発／044 工事用仮囲いフェンスのグラ
フィックデザイン／045 バイオトイレの内外装デザインの提案／046 反射材を利用した新しい用途開発の提案／047 圧縮杉材を用いたテーブルのデザインの研究／048 高級感のある車内
装デザインの研究／049 車内装材における加飾パターンの提案／050 真空成形の魅力を最大限に活かしたデザインの提案／051 「金沢の水」クラフト手まりのリーフレット及びパッケージ
等のデザイン研究／052 詰め替え容器から考えるユニバーサルデザイン／053 エネルギーの可視化の研究／054 iPhone用ゲームアプリケーション「にゃんぐらむ」「にゃんびき」開発

042 〉〉〉 054産学連携

2012
019 女性の健康サポートBOOKのデザイン／020 禁煙ステッカーのデザイン研究／021 原付ナンバープレー
トデザイン／022 鈴木大拙館ミュージアムグッズ開発／023 「珠洲焼普及・啓蒙」振興プロジェクト2012 研究
テーマ「炎のかたち」／024 アート de マナーアップ（ガラスアート装飾）／025 下水道のイメージアップを
狙ったマンホール蓋のデザイン／026 かなざわ燈涼会 浅野川工芸回廊／027 北陸銀行ウィンドウ（小立野、
中央、問屋町各支店）活用計画／028 金沢歌劇座開館50周年記念 新作日本語オペラ ラジオスターレストラ
ン  -星の記憶-（金沢ジュニアオペラスクール公演2012）舞台衣装、小道具の研究制作／029 おしゃれメッ
セ2012 ポスターデザイン／030 金沢美術工芸大学大学院ファッションデザインコース2013修了制作作品展 
in FORUS 金沢の商業施設におけるファッション修了制作作品の展示販売／031 授産商品開発事業「こびと
かばサブレ」／032 ホスピタリティアート・プロジェクト第12回 光の回廊シリーズ（その４）「パレード」／
033 ホスピタリティアート・プロジェクト  -待ち時間を豊かにする椅子Ⅰ・Ⅱ-

019 〉〉〉 033地域連携

038 つくる図書館 052 珠洲市公用車（EV車）のラッピングデザイン 035 千枚田ポケットパーク整備計画

062 「金沢の水」クラフト手まりシュリンクラベル等の新デザイン

053 のと鉄道 笠師保駅
リニューアルプロジェクト062 金沢エコフェスタ2014エコアート出展事業

072 兼六園ガイドユニフォーム・デザインプロジェクト

073 北陸新幹線開業を祝したデザインの提案（金沢フォーラス） 071 バイオトイレカー景観向上のためのデザイン研究 068 水引細工を生かしたお土産品の提案

2013
034 金沢美術工芸大学大学院ファッションデザインコース2014修了制作作品展 in FORUS 金沢の
商業施設におけるファッション修了制作作品の展示販売／035 千枚田ポケットパーク整備計画／
036 授産商品の商品力アップ支援事業／037 ベーカリーワゴン “汽車のパン屋さん ぽっぽ”／038 
つくる図書館／039 かなざわピンクリボンプロジェクト／040 かなざわ燈涼会2013 浅野川工芸回
廊／041 能登島“ガラスの丘”プロジェクト2013 ～風とガラスのプロムナード～／042 いじめ防止
ポスター制作／043 ホスピタリティラウンジ･プロジェクト 待ち時間を豊かにする椅子Ⅲ「石川
県立音楽堂と新幹線ホームをつなぐ椅子」／044 小松駅前シンボルアートコンペ／045 かなざわ
クラフトマルシェ出展計画／046 ホスピタリティアート・プロジェクト 第14回 光の回廊シリーズ
（その5）「夏の想い」／047 石引商店街バナーフラッグデザイン／048 株式会社金沢商業活性化セ
ンターVI制作／049 北陸銀行ウィンドウ活用計画2013（小立野、中央、問屋町各支店）／050 かなざ
わエコフェスタ2013出展事業／051 和紙の恐竜クラフト／052 珠洲市公用車（EV車）のラッピング
デザイン

034 〉〉〉 052地域連携

2013 055 〉〉〉 064産学連携

055 メガネフレーム、サングラス、老眼鏡などのデザイン開発／056 真空成形の魅力を最大限に
活かした新デザインの提案／057 珪藻土バスマットのパターンデザインの提案／058 これから
の通信販売用パッケージデザイン／059 CO2排出抑制効果を有する循環型素材であるバイオマス
由来の環境配慮型プラスチック「テラマック」を用いたプロダクツの提案／060 新しいロードベ
ストの在り方 ～普段でも着用出来る安全ベストのデザイン提案～／061 北陸新幹線用車内販売
ワゴンのデザイン・製品開発／062 「金沢の水」クラフト手まりシュリンクラベル等の新デザイン
／063 各車型チームによる新しい内装デザインの提案／064 素材を意識した新しい加飾提案

053 のと鉄道 笠師保駅 リニューアルプロジェクト／054 金沢市立病院 西病棟水回り空間創
生事業／055 金澤町家プレート設置事業計画／056 日本乳がんピンクリボン運動の各種デザ
インの提案／057 金沢の食文化の魅力を発信するための広報企画の提案・制作／058 新幹線
開業気運醸成に関する広報物の企画・デザイン等の提案・制作／059 ホスピタリティアート・
プロジェクト 第16回 光の回廊シリーズ（その6）「南からの風」ワークショップ・作品展示／
060 都心軸沿道における装花のデザイン／061 片町A地区市街地再開発事業工事における仮
囲いの装飾デザイン制作／062 金沢エコフェスタ2014エコアート出展事業／063 北陸銀行 
ウィンドウおよび店舗 作品展示

2014
053 〉〉〉 063地域連携

065 金沢アートガイドアプリの企画・制作／066 「国宝 平等院鳳凰堂内 西面扉絵 日想観」の学術的復
元模写による保存に関する研究／067 「アルコール離れした若者に日本酒を飲ませる新しいパッケー
ジデザイン」の提案／068 水引細工を生かしたお土産品の提案／069 「大野市まいたけパッケージ」デ
ザインの提案／070 新しい価値を持った眼鏡のデザイン／071 バイオトイレカー景観向上のための
デザイン研究／072 兼六園ガイドユニフォーム・デザインプロジェクト／073 北陸新幹線開業を祝し
たデザインの提案（金沢フォーラス）／074 伊勢丹ジャパンセンスィズキャンペーン宣伝演出の研究

2014
065 〉〉〉 074産学連携

047 圧縮杉材を用いたテーブルのデザインの研究



021 新設住宅用次世代居室（リビング・ベッドルーム）照明器具のデザイン

020 産地ブランド・THE291のフレームデザインの研究

016 プラスチック生活用品のデザイン

011 小矢部市バスカラーデザイン014 九谷焼の新しいデザインの研究

003 団塊世代へ向けての新しいサポーター企画提案

005 地域ブランド・丸いも焼酎「のみよし」ラベルデザイン 010 大学生をターゲットとしたauブランド携帯電話の広告制作 006 産地ブランド・THE291のフレームデザインの研究

002 1Seg.Digital TV Phone Design

012 電力と生活のデザイン

2007
001 金沢オリジナルネクタイデザイン制作／002 1Seg.Digital TV Phone Design／
003 団塊世代へ向けての新しいサポーター企画提案／004 会社向けポータル情報
システムの画面デザインの検討／005 地域ブランド・丸いも焼酎「のみよし」ラベ
ルデザイン／006 産地ブランド・THE291のフレームデザインの研究／007 電力と
生活のデザイン／008 工芸素材を利用した製品デザインのデータ作成／009 輪郭
抽出機能を利用した昔話（童話）コンテンツにおける研究／010 大学生をターゲッ
トとしたauブランド携帯電話の広告制作

001 〉〉〉 010産学連携

2008
011 小矢部市バスカラーデザイン／012 電力と生活のデザイン／013 産地ブランド・THE291のフレーム
デザインの研究／014 九谷焼の新しいデザインの研究／015 カーシートテキスタイルのデザイン提案／
016 プラスチック生活用品のデザイン

011 〉〉〉 016産学連携

015 カーシートテキスタイルのデザイン提案

022 現代の印籠シリーズ開発プロジェクト

018 次世代プレス機のデザイン

019 まほうびんのデザイン

005 金沢産スギ間伐材 割り箸袋デザイン 002 フォーラス KANAZAWA COOL 作品展示

006 かないわ香箱がにブランド化に
伴うロゴマーク＆ポスターの制作

2009
017 色弱者に配慮したカラーユニ
バーサルデザイン／018 次世代プレ
ス機のデザイン／019 まほうびんの
デザイン／020 産地ブランド・THE
291のフレームデザインの研究／021 
新設住宅用次世代居室（リビング・
ベッドルーム）照明器具のデザイン
／022 現代の印籠シリーズ開発プロ
ジェクト

017 〉〉〉 022産学連携

001 〉〉〉 011地域連携

2010
001 地域連携を深めるためのサービスエリアにおける空間デザインとサイン
デザイン／002 フォーラス KANAZAWA COOL 作品展示／003 金沢中央卸売市
場改装プロジェクト／004 「金沢そだち」認証マークデザイン／005 金沢産スギ
間伐材 割り箸袋デザイン／006 かないわ香箱がにブランド化に伴うロゴマー
ク＆ポスターの制作／007 珠洲焼復興プロジェクト 知らなかった珠洲焼の魅
力・みんなで創ろう珠洲焼／008 珠洲寺家塩津上野地区のキリコ絵のデザイン
及び制作  -大学コンソーシアム石川地域課題研究ゼミナール支援事業-／
009 かなざわ燈涼会 浅野川工芸回廊／010 広坂ライトプロジェクト「むつのは
な」 ～冬の広坂に届く、光の贈り物～／011 金沢エコ推進事業者ネットワーク 
シンボルマークデザイン制作

2010
023 カーシート素材のテキスタイルデザイン研究開発／024 メガネフレーム、サングラス、老眼
鏡などのデザイン開発／025 小学校向けエネルギー監視システムのコンテンツ・デザイン開発
／026 単科大学の協調学習のための新しいデスクの研究及びデザイン／027 戸建住宅外壁面・
意匠研究共同プロジェクト／028 「緒つつみ和紙」メッセージカバーデザイン提案／029 能登珪
藻土製品のデザイン／030 ロフストランドクラッチのデザイン研究／031 車内天井材のテキス
タイルデザイン開発／032 移動式有料駐輪場（無人対応型）のデザイン／033 ヤマト醤油味噌新
商品「こうじみそ」パッケージデザイン制作／034 「金沢の水」ボトルデザイン研究

023 〉〉〉 034産学連携

033 ヤマト醤油味噌新商品
「こうじみそ」パッケージデザイン制作 030 ロフストランドクラッチのデザイン研究
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